使用説明* 


PENTAX 埋 ^ "ZF 



々メラの正しい»巧のにめ，ご®巧的に必ずこの巧巧お巧■をご It くだごし、 


このたびはペンタックスカメラをお實い卜_げいただき誠 
にありがとうございます 。 MZ — 7は、人物が中央にい 
なくても中抜けをしにくいワイド AF フレームの3点測 
巧、ちす物のを件よりカメラがおぶなピクチャーモード 
を白巧的に连がするオートピクチ*-モード、ストロボ 
がぶ、要なときに内巧ストロボが自動のに上がる才ートボッ 
プアップ巧能などを持った小型悟邑の才ートフォーカス 
-眼レフカメラです。 


r な境の w 巧 J 

すぐにをなつち真の基《巧識 

»化の化化みや化の測りぶ、 
ピントのをわせ方など写ち 
の*礎を9苗なイラストと 
巧例でわかりやすく W 巧し 
ています。お巧いホめは、 
ペンタックスサービス惠し）* 
ペンタックスフ T ミリーま 
たは、巧濟りの々イラ巧で 0 



記巧について 


巧作の方ま 

一 

自»的にかきます 


ま目してください 

〇 

点致します 

山 
一',、> 

正しい 

〇 

巧速ぃ i X 


カメラをま全にお使いいただくために mi 

この製品の安全性については十分注意を払っておりますが、下記マークの内容 
については特に注意をしてお使いください。 

A 警告 

このマークの 内容を守らなかった場合、使用者が重大な傷害を受ける可能性が 
ある こと を 巧すマークです。 

A 注意 

この マークの 内容を守らなかった場合、使用者が軽傷または中程度の傷害を受 
けたり、物的損害の可能性があることを示すマークです。 

&は、禁止事項を表わすマークです。 


么は、注意を促すためのマークです。 



A 警告 

Q カメラを分解しないでください。々メラ内がに 
はな巧圧ががあり、恵巧のをおがあります。 

0落下などにより、カメラ内部が巧出したときは、 
紀対に巧出部分に手をふれないでください。感 
電の危険があります。 

0ストラップが首に卷き付くと危険です。小さな 
お子様がストラップを首に巧けないようにご注 
をください。 

&望进レンズを付けたが巧で、長時間太曲を巧な 
いでください。目を巧めることがあります。 

特に、レンズおがでは、失明の巧因になります 
のでご注意ください。 

A 巧池はか巧の手の尾かない巧に保暂してくださ 
い。巧一、電池をおみ込んだ巧合は、直ちに医 
巧にご相談ください。 


A 注意 

Q 電池をショートさせたり、火の中に入れないで 
ください。また、かがやあ巧をしないでくださ 
い 0 お巧•発火の巧れがあります。 

^万一、カメラ巧の巧池がをみ•発煙を起こした 
ときは、速やかに蒂池を取り化してください。 
この巧合、やけどに十巧ご注意ください。 


取り巧い上のを意 


巧れ落としに、 シン ナーや アルコール•ベンジンな 
どのち機浴剤は巧用しないでください。 

なお多がの巧は避けてください。特に車の中は高な 
になりますのでごなをください。 

防虫巧や薬品を巧う巧は避けてください。また、力 
ビ巧止のためケースから出して、風通しの良い巧に 
お臂してください。 

このカメラは巧水カメラではありませんので、南水 
などが廣巧かかるところでは巧用できません。 

強いお巧- ショック •圧力などを化えないでくださ 
い。才ート バイ • 車•妃などのおが！は、 クッシ3ン 
などを入れて保護してください。 

約60での高なでは液晶ま示が黒くなることがありま 
すが、常温に戻れば正常になります。 

ほ涅下では、巧晶の表示た;答巧®が遇くなることも 
ありますが、これはな晶の巧巧によるもので、汝巧 
ではありません。 


レンズ、ファインダーあのホコリはブロワーで吹き 
巧ばし、きれいなレンズブラシで巧り去ってくださ 
い0 

マクロレンズ や巧ぷ レンズを 使用したときは、 フ r 
インダーの上ががミラー切れによって巧くなること 
がありますが、巧おした写真にはおでありません。 
な性能をが•つため、1〜2年毎に定期点検をしてくだ 
さい。長が間使用しなかったときや、大切な巧おの 
前には点検やなしおりをしてください 0 
急ななな巧を化を与えると、カメラの巧外に水巧が 
生じます。カメラをバッグやビニール巧などに入ん 
温度差を少なくしてから取り出してください。 

カメラの使用温度巧囲は一10。(：〜50でです。 

ゴミや泥•抄•ホコリ•水-巧ちガス • を分などが 
カメラの中に入らないようにご注意ください。お障 
の原巧になります。巧や水巧などが忖いたときは、 
良くだいて巧かしてください。 



















こんな写真を撮るには？ 


■ ピント阳係 


ピントの合う巧閒を变えて与真を巧りたい . 74 

[4 1スト□ポ阳巧 - 

自巧的にストロボを発化させたい . 36 

ストロボが発化しないようじしたい . 37 

暗い巧でちがをおりたい . 44 

ストロボ巧化で目がホくちらないようにしたい . 46 

巧 S をバックに人物を操影したい . 7し103 

逆化の入物の巧を明るく写したい . 82、102 

掉巧ぶなど広いを巧で写真を據りたい . 98 


ズーミング巧な - 

ちしたい物の大きさを大きくしたり小さくしたりしたい……39 


fm S 出 [ B 月るさ]阳巧- 

々イラ任せでなく巧るさを自由に$えて写真を巧りたい78,82 


逆光の人巧の顏を明るく写したい . 82、102 

摄お前の露化を々メラにおなさ甘たい . 85 


JI 人物巧お阳巧 


自分自身も写真に写りたい . 52、55、58 

入巧* K をしたい . 67 

おを写さを巧りたい . 67 

巧景をバックに人物を巧がしたい . 7し103 

逆化の人巧の巧を巧るく写したい . 82、102 


ijH 巧景摄影曲孫 


風る写真を近くから遠くまできれいに度りたい . 68 

巧巧をバックに人巧を巧がしたい . 71、103 

巧3を巧りたい . 81 


[夕 I そ©化 - 

写«に日付を入れたい[巧したい] . 27 

迪巧的にシャッターを切りたい . 52 

カメラからなれた巧から写真を操りたい . 55、58 

潰長のダイナミックなち真[パ/ラマ〕が»りたい……61 

化などを巧くで據りたい . 69 

巧きのまいスポーツ写真を撮りたい . 70、76 



























の 目 

カメラをを全におがいいただくために . 1 

おり巧い上の注意 . 3 

各部の名が . 4 

こんな写真を撮るには？ . 6 

ま示パネルの表示ガイド . 10 

ファインダー内の表示ガイド . 11 

•6 分割測化について . 11 

巧い方は簡竿-です . 口 

ろ 巧 レンズを組み合わせたときの谋能 . 14 

説明善の巧ぶについて . 16 

カメラの準備と 基本み 作 . 17〜33 

ストラップを取り付けます . 18 

電池を入れます . 19 

•奄池がが祐した 巧 合 . 22 

レンズを取り付けます . 23 

シ卞ッターボタンの巧作 . 妨 

奄おを入れます . 26 

写真に日付や時刻を写し込みます . 27 

フィルムを入れます . 28 

フィルムの巻き戻しについて . 31 

•フィルムの途中巻き戻し . 32 

フ r インダーの視度を合わせます . 33 


次 

基本的な巧い方〔巧お] . 33 〜 49 

才ートピクチャーモードに合わせます . 34 

ストロボオートポップアップにします . 36 

ストロボ発光禁化モード I 巧，について . 37 

1 コマ撮影にします . 38 

ズームレンズの巧い方 . 39 

カメラの 構え 方 . 40 

才ートフ ォー カスを 递びます . 41 

巧がします . が 

•動化す測 . 43 

•内なストロボについて . 44 

•AF 捕助光に ついて . 46 

，ホ目 释巧巧 能について . 46 

手動でストロボを上げます . 47 

ストロボお勧めマークについて . 49 

不適切 レンズの 警告表示に ついて . が 

巧用的な使い方 . 50 〜 109 

ドライブ モー ドを切り替えます . 51 

•連綻巧が . 52 

•セルフタイマー . 52 

•3 巧をリモコン撮影 . 55 

• リモコン巧が . 58 

•夕重巧出 . 说 

パノラマ 巧が . 61 


ビクチャーモードの使い方 . 64 

•巧谭モード . 66 

•人物モード . 67 

•風爲モード . 68 

•ぶをモード . 69 

• 動体モート • . 70 

•巧景モード . 71 

いろいろな巧出モードを透びます . 73 

•校り優先自動巧出の使い方 . 74 

•シ夕一優先自助度出の保い方 . 76 

.マニュアル巧出の使い方 . 78 

•バルブの使い方 . 81 

巧出補正について . 82 

軍 T - 肯の切り替えをします . 84 

メモリーロ ッ クの巧い方 . 妨 

す巧によるピント合わせ . 86 

•合焦マークを利用する場合 . が 

•マットがを利用する巧む . 地 

•スナップインフ*—カス撮がについて . 地 

•アクセサリーの注患 . 拟 

内唐ストロボについて、もっと知りたい方へ……90 
•F • FA レンズの巧なストロボ適合表 . 92 



DX でないフィルム使用時の感度設定方法 . 94 

日付や時刻の写し込みが巧くなったときの 

軍池を换 . 95 

曰巧や時タリの修正 . 96 

外けけストロボの巧い方 . 98 

•赤目鞋巧機能について . 100 

•後幕シンクロについて . 100 

•ストロボの多灯巧影 . 100 

•光量比制な]シンクロ巧お . 100 

日中シンクロについて . 102 

低速シンクロについて . 103 

専用アクセサリー[別売り]について . 104 

較りとシャッター速度の巧巧 . 107 

被写巧巧な . 109 

その他について . 110〜121 

こんなときは？ . 110 

主な化お . 112 

プログラム線図 . 114 

お問い合わせは次のみサービスを U へ . 116 

アフターサービスについて . 118 

さくいん . 119 


























































































表示パネルの表示ガイド 


Av 獻 3 因 Q が ! 


> :ストロボ情報〔44、49ぺージ] 
を:ストロボ発光禁止 [37 ぺージ] 
の:赤目軽減機能 [46 ぺージ] 
ffinm :ストロボ自動発光巧6ぺージ] 
ISO :フィルム感度設定 [94 ページ] 
Tv 扣抗；シャッター速度 
Q :軍池消お [22 ぺージ] 

— が3>: 3秒後リモコン [55 ぺージ] 

■3 が：リモコン[日8ぺージ] 


9 :速続撮影 [52 ぺージ] 

:電子音 [84 ぺージ] 

( C ) :セルフタイマー [53 ぺージ] 

@ :多串混出 [60 ぺージ] 

Av 扫•日： 絞り 

因：露出補正 [82 ぺージ] 

Q _:フィルムが態[30、31ぺージ] 

- 8.8 :フィルム枚数、露出補正値 
[30、82ぺ-ジ] 


♦巧りが巧くて表示パネルが見にくいときは、自動的に照日月されます。 


ファインダー内のま示ガイド 



6み割巧光について 

このカメラの分割が光では、図のように画面巧を6つに 
分割して明るさをがっていますので、逆光などで人物が 
暗くなってしまうようなを件でも、どのがかにどんな巧 
るさの巧があるかをカメラが判がし、人物が暗くならな 
いように自動的に巧正を行います0ですから、初心者の 
方でもま屯、して巧がを楽しんでいただけます。 



にコ： AF フレーム [42 ぺージ] 
g 脯 : シャッタ-速度 

egg : 絞り表示 

:標堆モード [66 ぺージ ] 

A :人物モード [67 ぺージ ] 

A :風景モード [68 ぺージ] 

必：近接モード [69 ぺージ ] 

;動体モード [70 ぺージ ] 

イ I : 巧岩:モード [71 ぺージ ] 

文 ：スト ロボ情報 [44、49 ぺージ ] 
♦ :ピント情報 [42 ぺージ ] 

♦ : メモリーロック [85 ぺージ] 

ii :バーグラフ！;79、82ぺージ] 


ホ サービスサイズのカラープリント[ハ•ノラマプリント 
を含む] では、 画面周辺の物が プリント されないこと 
があります。巧凶に少し余裕を持たせてください。 

おパノラマ巧が時は、ファインダーがパノラマ用に巧 
ちになります。61ぺージをごおください。 

巧シ*ッターぶ度が逆くて手ぶれの可能性がある場合、 
フ T インダー内のま示がおをからオレンジ色にをわ 
ります。 







使い方は簡単です ![とにかく摄影してみたい方のために] 


リチウム巧池 CR 2 


2) レンズを®り付けます 



1)«おを入れてください 



コインなどを巧い軍池ぶたを開け、 
を2ネ入れます。 [19 ページ] 


3) 巧りを IAI 位》にします 



図のボタンを巧しながらおりを区] 
位黄に合わせます。〔34ページ] 


4) LAUT 0 PICT 

にします 

戀 

1 

^9 

r 


モードダイヤルを [>UTO P に T ] 
位置にします。才ートピクナャー 
モードになります。巧4ベージ] 


5) 電源を入れます 





フイルム先端を図の位®に合わせてちぶたを巧めます。 
自動的に1な目まで進みます。 [29 ぺージ] 



図のレバーを [^ F ] にします。[ 4 1ぺージ] 



ズーム リングを回して、写ピントを合わせたいものに AF フ レー ム 1 C コ I を合わ 
すものの大きさを巧めてく せて巧おします。 [42 ベージ]必要なときは、自動的に 
ださい。 [39 ぺージ] ストロボが上がります。 









各種レンズを組み合わせたときの機能 


レンズの開放 F 化が F 2. 8およが、それより明るいレンズのみ。 [ AF アダプターの説巧香をご K ください。] 
ファインダー巧の合焦マーク〇]にがって行なう手巧のピント合わせ。 [ FI =7* -カスインジケーター。] 
レンズの開放 F 值が F 5. 6および、それより明るいレンズのみ。 

F-FA ソフト 85 mmF 2.8 、FA ソフト 28 mmF 2.8 を除く。 

巧準モード固定となります。 

巧出モードが才ートビクチャー、ピクチャーモードの巧合のみ。 

A 50 mmF 1.2 のお合、絞り A ぬ宙なかでは中央重点測化になります。 

中央重点測光になります。 


A レンズ说 mmFl .2 の場合、巧り A 位 SiU 外では巧出が巧 1 EV 才ーバーになりますので、巧出痛正[マイナス補正]をご 
利用ください。 

マウントをおについて 

才ートフォーカス用のレンズには、と Kw の2つのマウントがあります0 Ka 円マウントは Kap マウントに電おビン 
を追化し、パワーズームを可化にしたマウントです〇詳しくは、レンズの使用说巧苦をごたください。ただし、この力 
メラにはパワーズーム機構はありません。 

レンズち巧とマウント名巧について 

FA の単焦点レンズ（ズームでないレンズ）と F レンズのマウントはすべて Kw マウントです。 FA ズームレンズは 、'々つ一 
ズームが可能なレンズは K * n マウント、パワーズームのできないレンズは Kw マウントです。詳しくはレンズの巧用お 
B 月香をごちください。 


樓巧 レンズ 

[マウントち] 

FA レンズ 

[ Ka ,、 Ka ' z ] 

F レンズ 

[ Kaf ] 

A レンズ 
[K*] 

M レンズ 

CK] 

s レンス 

[ p ] 

才ートフォーカス（レンズ巧ホ巧用） 



wmam 



(AFT グプター 1.7X 使用） 
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O な 1 

O 注 1 
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O 注 3 

O 注 3 

O 注 3 
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イメージサイズ巧定 
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シ卞ッター » 先自 度!巧 出 

O 注 4 

O ま 4 

o 



マニュアルでの 

o 

o 

o 



ストロボ オートポップアップ注6 

o 

o 
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X 
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o 

o 



分割な!光 （6 分割） 

o 

o 

O 注 7 

X 注 8 


にり A 位宙 な列^ののり目ま表ボ 
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説明書の構成について 


銳巧まをかま的にご使用いただくために、かのような構ぶになっています。 


Q 


I カメラの華備と基本操作 


1 



Q —— 

U [応用的な使い方 


な 


基本的な使い方[巧が] 


Q —— 

IV その他について 

■ — I 


•とにかく巧おをしてみたい方は「カメラの準巧とを本巧け」と「基本的な巧い方[巧お]」をお読みくださ 
い。お小巧の巧巧を巧っていただくだけで巧巧な巧ががおをしみいただけます。 



カメラの準備と基本操作 












図のように、ストラップを取り付けてください。 リモコンは、ストラップのポケットに収納でき 

ます。 


* ストラップの化巧が留めちの内側になるように通すとしっかり取りけけられます。 

•ストラップのポケットは、フ r インダーキ*ップ、レリー ズ ソケットキャップ、ホットシューカバーなどの 小巧入 
れとしてもご利用ください。 

* ストラップの留め其がカメラに巧すぎますと、を中巻き戻し、日付や時巧の修正ができなくなりますのでご注意く 
ださい。32ぺージ、96ベージ、97ぺージをご! I ください。 


3.コインなどを巧い、電化ぶた開閉レバーを押 
し&みながら右に回してロックします。 



18 






國 


19 


WMUH 


ストラップを取り付けます 


の準儀と基本»作 


メラの！！ Hi と基本據作 






1 電子音 

1 

1_ 

巧化滿正 

赤目巧が巧能 

オートポップアップ 

セルフタイマー 巧 お 
リモコン 巧お 

ぷ技巧が 
ぞ重な出 

1 巧る 

なし 

なし 

ホウ 

1 コマ 巧 影 


ホお巧おフィルム本数およびバルブ時曲 
[24 な巧りフィルム、20で] 


巧お巧おフィルム本数およびバルブ時旧 
〔24か巧りフィルム、 -10 で〕 


1一胶巧お 

め30本 

ホ…迎;; 

狗ほ本 


約5本 

バルブ巧出時間 

約2時間 


一お巧が 

め120本 

た■。■〔•化; 

約20本 

お II 〔•正;祖山11化:；1誦 

約12本 

バルブ巧出時問 

約8時間 


♦巧おのリチウム巧池 | CR 2 で、当れ就検条けによる。 

* 巧が口 J 能フィルム本がは、使用条件によってまわりますのでごなまください。 

♦ほ沮では、•時のに巧池の性巧が化下することがありますが、常なに戻れば使用できます。また、没おできるフィ 
ルム本数が少なくなります。 

♦同巧されている軍池は、サンプル用の巧化のため、上紀のフィルム本巧を巧おできないことがあります。 


* このカメラは巧池がないとかきませんので、巧作をする前には、必ず決められたリチウム巧池臣 R 2] 同等品を2お 
入れてください。サンプルの電池が添付されていますので、このち池をお使いください。 

♦ 単3巧池を使える、別売りの単3バッテリーパック Fo もあります。 

♦ ま池を入れ直すと、みな能がドまのように巧巧が巧に戻ります。 

* お外旅行-ホ冷巧での巧がゃ写貞をたくさん巧るときは、予巧巧化をご用息ください。 

* 電池を交みするときは、全部を-度に、同ーメーカー•同一種巧で斤なってください。また、がしい巧池と古い巧 
池を混ぜないでください。 




カメラの準满と基本巧け 


カメラの準備と基本操か 






















巧池が消巧すると、巧池巧な警ちが点なします。 
早めに電池父巧の唯備をしてください。 


る 示パネルの 電池消な警吿 8 が 点が になる と、 
フ r インダー内表示は消え、 巧が できなくなります0 
お巧閒カメラを使用していない 瑞 合、巧お 巧 池に交 
換 しても表示パネルに電ホ消耗*巧 B が表示さ 
れる ことがあります。巧巧を 入れ、 シャッターボタ 
ンをず-巧ししてみてください。 0 I の表示が消え 
れば、そのままお使いになれます。 


* 電池の义巧は19ページをごちください 
♦巧池マーク rj が出たままでも、シ 
れれば巧出に問題はありません。 


夕一が切 


レンズを取りがけます 


IT 



図の0と0のカバーをかしまず0 



に回すと「カチッ」と音がしてロックされま 
す。 


a 




プが外れます。 


巧しながら、レンズを左へ回して〈ださい。 


カメラの準儀とさ本»か 


カメラの掌«と基本操作 







シャッターボタンの操作 

シャッ ターボタンは2段階になっています。 


シャッターポタンを半押しすると [1 段目まで 
押し込む]、ファインダー巧やま示バネルのま 
示がま示され、オートフォーカスが®きます。 
さらにシャッターボタンを押し込む [2 段目ま 
で巧し込む]と巧おできます。 


♦カメラぶれを巧ぐため、シャッターボタンはゆっく 
り押し込んでください。 

♦フィ ルムを入れる前に、 実 巧に シャッ ターボタンを 
巧してみて、どこまで巧し込むと半がしになるのか、 
感覚をつかんでおいてください。 

*7 r インダー内表示は、シャッターボタンを半巧し 
後、指をおしても約10抄問表示されたままになりま 
す。なお、シャッターボタンの半がしを続けると、 
表示はお炼します。 



* 〇の々バーは T - 場出荷時のキズやホコリ防止用のらのです。別•亢りアクセサリーとしてロック巧が付きの「ボディー 
マウントキャップ K 」 もちります。 

• レンズ取り忖け時は、レンズ取り外しボタンを押さないでください。レンズの取りけけが不完全になります。 

* レンズ取り巧け後は、レンズを取り付け方向とはぶにおく回して、おまに取りがいていることを確班してください0 
•レンズの皆脱は、不用息なレンズの動きを巧ぐため、巧お OFF でけなってください。 

* 外したレンズは、マウント周ぶをな付けないため、カメラに取りがく面を h にして置いてください。 

♦他な巧レンズを本巧おに使用されたことによるをが、が睹などにつきましては保証いたしかねます。 

♦カメラやレンズのマウントがには、レンズ巧棋巧点や AF カブラーがあります。このが巧にゴミや巧れが付いたり、 
巧食が生じると、おなをのトラブルの原巧になる巧合があります。巧れたときは、をいた柔らかい巧できれいにな 
いてください。 




カメラのホ權と基本»か 


カメラの準儀と基本！8作 
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電源を入れます 


ちおスイッチを右にスライドすると電源が入 
ります。[巧原、 ON ] 


!. 電源スイッチを左にスライドすると電巧が切 
れます。 [巧 源 OFF ] 


♦ち源が入らないときは、電池の向きや、ち池が消耗していないかを巧認してください。 

* 使わないときは、必ず宅おを OFF にしてください。シャッターボタンが巧されると電池が消がします。 

* オートピクチャーおよびピクチャーモードの時に電おを入れると、モードダイヤルに流れまボが現われます。表巧 
を出したくないときは、モードダイヤルを [•* j 位巧にして巧池を 一 昼巧いてから入れおしてください。巧びぶ示 
させるお合ら间じ巧がをしてください。 


写真に日付や時刻を写し込みます（デ—タバックを巧ぃますぅ 
[5 Af ^ ボタンを巧して、写し込みたい内容を 

巧びます。表示は下図のように [ DATE ] ボタン 爲完廷4たごう_ & 

を巧すごとに変わり、表示されている日付や屋基谦 OUte 5 , 占 
刻が写真に写し込まれます。 - - - だ 1 

* iMiti 「月」のな置を表わしています。 「1 区。 

* 巧字の上の日は シャツ ターを切ると点なし、円巧 U M が 

や巧剑が写し込まれたことを巧らせます。 I 


/ .33 3 !L 

1999年9月1日 
(国巧用） 


_ , _ 

I がぶ 


_ \ _ 

； 5 * S 5 


日12時10み 1日9月1999年 

(因:か!用） 


—"S || 原 


* 写し込みをしたくない巧合は、ま示を； . •」に 

してください0 

* 写真に写し込まれる部分喃面右下]に白や黄色のも 
のがあると、数字が見えにく くなりますのでご注意 
ください。 

♦日付や時刻のな正は、96ベージをごおください。 

* パ ノラ マ巧がでも写し込みができます。 

+ちし込みが巧くなったり、カメラちおのま示が巧く 
なったり、消えた巧合には巧化を交巧してください。 
なお、電池の交換は95ぺージをごおください。 

* 使用との注意が98ぺージにもありますので、そちら 
もご K ください。 

* 多重巧出では、日付や時劍の写し込みはできません 0 


写し込み巧し 


9月1曰1的许 
(米国用） 


mmmm 


カメラの準備と基本 3 i 作 










3. シャッター幕に化れないようにフイルムを引 
き出します。 


4.フイルム先端をオレンジをのフイルム先なマー 
ク〇の右巧に合わせます。フィル厶先巧は、 
必ず0のローラーの下に入れてください。 



5.フィルムの巧[パーフォレーシヨン]を0の歯 6. 8ぶたを拍め、 * 源を ON にすると、フィル 

[スプロケット]に合わせます。 ムが1巧目まで進みます。 


2.レンズをしっかりと持ち、フィルムの凸部を 
下にして先に入れ、巧に上側を入れます。 



28 




琴 


29 


■MIgM 




I 







メラの準麻と基本38作 


メラの準備と基本操巧 























1 .フィルムが格了すると、自巧的にをきちしが 
おまります。 Iq 一-1 の I --- 1部分が点巧し、 
»ぉ巧数が巧っていきます。 



义裏ぶたを巧け、フィルムを巧り化します0 


2.をき戻しがお了すると、表示パネルの IQ I 
が点巧し、«お枚数の表示がミ肖えます。 


♦巻き戻し中は巧ぶたを巧けないでください 0 

♦フィルムは晚射日光が当たらないところで取り出し 
てください 0 

•規定蚊巧になっても、まだ巧がががけられるときは、 
フィルムが 最をまで進んでから卷き戻しが行なわれ 
ます 0 

* をき戻しは24かがり フィルム で約にかです。 

♦フィルムの規定枚巧な 上の 巧がをすると、おみのコ 
マは現像巧で方ットされる場合があります。大事な 
巧巧の巧たは、規定な巧を巧りおわった時点でを中 
きき戾しを巧ない、フィルムを交換してください。 


7.ま示パネルにフィルム巧巧の I f I と再 —-J 8. フィルムが正しく入っていないと、〇_£_ 

か出ていることを巧認します。 が点«します。フィルムを入れをしてくださ 

い。 


DX 巧 巧ピンは、フィルム感度などを新み®る 
巧点です。キズやゴミ、巧れを付けないように、 
注意してください。 


フィルムの卷き戾しについて 


* フィルムを引き出し過ぎた巧なは、フィルムをパト 
口一本に戻してたるみを取ります。 

* シャツター巧は非常に獲いおでできています。手や 
フィルム先端などが当たると巧損することがありま 
す。あがに借れないでください。 

* 表示パネルのフィルム巧が表示は、巧おするごとに 
1つずつ進みます。 


国 H 
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mmm 


メラの準儀と基本»か 


フの巧«と基本»か 













け 


. S ® を ON にし、途中まき房しボタンをスト 
ラップ留め具の突ちで押してください。 



2.をき戻しがお了すると、表示パネルのし0| 
が点巧し、巧が巧数の表示が消えます。 


フイルムの規ぶな巧まで巧りおわらないうちにを中で 
取り出したいときに巧います。 


を中巻きおしボタンを巧がけることがありますので、 
できるだけストラップ留め其に I かは巧わないでくだ 
さい。やむを得ない場合は、 ボールペンの 先などで、 
巧し込み過ぎに気をつけて巧ってください。 


ファインダーの視度を合わせまず 



カメラを明るい方へ巧け、視度調整レバーをを 
右に巧かし、ファインダー巧のしこコ I がはっ 
きり見える位»にします。 


n 基本的な使い方 

|]撮影] 



基本的な巧い方 
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BHB 


M 



おりを し A | 位*にする巧合、 LAj から外す巧 4.ファインダー巧とモードダイヤルには、邊択 

合は、おりオートロックボタンを巧しながら されているピクチャーモードがま示されます0 

回してください。 


モードダイヤルを AUTO PICT に含わせます 


ドに合わせます 


* ホートピクチ- 
巧なピクチャ- 
* オート ビクチ- 
♦他の房ぉモ— 
* オートピクチ 


モードでは、写す物の大きさなどにより、々メラが自巧的に5つのピクチャーモードの中からあ 
—ドを透びます。みビクチャーモードの特ホについては、が〜71ぺージをご巧ください。 

モードは、 F - FA レンズでのみ可能です。 A レンズでは、摄带モード固定となります。 

，ついては74〜81ページをごおください。 

モードでは、メモリーロックや巧出補正はできません。 


このモードは、最も巧ホな巧出モードで、カメラが自動のに巧出合わせをしますので、シャツターボタンをかすたけ 
で巧単に巧おが楽しめます。 


ンズのをりを [ Aj に合わせます。 


ホートピク 


S 本めな巧い 
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HJHI 



* 写す巧の大きさなどにより、カメラが自かめに5つのピクチャーモードの中からお巧なピクチ*-モードを進びま 
す。 ストロボが 自巧で上がらない他は 、 iAUTO P に T と同じです。 

* 外付けストロボも同株に発光しなくなります。 

* にりを固位廈お外にすると校り巧先自おな化になります。この時もストロボはを光しません。ストロボも自巧で 
上がりません。 


•ロボを白かで上げたくない場合にご利用ください。暗くても スト ロボが自動で上がることはありません。また、 
'ロボが上がっているときは発化しなくなります。 


/卞'オートポップアップにします 


基本めな巧い 


基本めな巧い方 














* レンズの焦点距 がぶ 示の 致 字を小さくすると、写る 
巧 巧がにいぶ巧[ワィ ド] 侧に、大きくすると、ぷい 
ものを大きくちす巧ぶ[テレ]がになります。 

* このカメラでは、パワーズーム、イメージサイズ巧 
定、ズームクリップ、 巧 ホ問ズームはが用できませ 
広ち化 、な 


ズームレンズを使えば巧したい巧を大きくしたり、小 
さくしたり自由に変えることができます。巧みの大き 
さに合わせて巧おしてください。 


ズームリングを右に回すと望法[テレ]へ、左に 
回すと広角[ワイド]になります。 


基本的な巧い方 
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カメラの構え方 




«おするときは、カメラの構え方が大切です。 

• カメラを両手でしっかりと持ってください。 

. シャツターポタンは指の巧で静かに押します。 


♦木や津物-テーブルなどを利用して、ホやカメラを 
ををさせるとかまがあります。 

♦個人をはありますが、一巧めには焦点距がの逆おが 
手持ちの助巧シャッター速なとされています。例え 
ば、焦点おがが 50 mm では1/50巧、100 mm では1 
/100けなどです。これな下のシャッター速度にな 
る巧合には、なるべく S 脚を使用してください。云 
脚を使用する場合は、別売りの「ケーブルスイッチ 
F 」 のが用をおおめします。 

*驾ぶレンズで兰巧を使用するときは、カメラやレン 
ズのおま里よりちい二-巧を使うとカメラぶれ防止に 
巧まがあります。 


才ートフォーカスを選びます 


基本的な化い方 







3 .ま示パネルとファインダー巧にシャッター巧 4 .ピントが合うと、 〇が光って、「ピピッ」 

度と校り値が、モードダイヤルには、进がさ とち子さが喘ります。 

れているピクチャーモードかま示されます。 


♦このカメラは、3点測巧ですから、写したいものが 
画面中央になくても、 AF フレームで閒まれたお巧 
であれば、ピントを合わせることができます。 

* ピントが合ったときの電了-音は消すことができます。 
84ぺージをごおください。 

* 巧がすると自巧的にフィルムが巻かれ、な巧表示が 
1つ進みます。 

* ピントが合うまで シャツ ターは切れません。 

* 〇が光っている問は、ピントがその位置で固定 
されます。別のものにピントを合わせおすときは、 
シャッターボタンからおを離して巧巧押し直してく 
ださい0 


〇が点 巧を 爲けるときは、な下の巧巧でピント合わせができないときです0 
( D 操 おを 離が 近すぎる 
らう少しがれて規がしてください。 

③才ートフ* —々スのま手な物の巧合。撕ベージをごおください。 

巧巧予巧 

シャッターポタン半巧しでビント合わせをしているときに、カメラが写す巧を動がとが巧すると、自動的に動が予測に 
切り替わります 0 この場合には、レンズが 连饒 的に 賠 かし、写す巧にピントを合わせ炼けます 0 




的 

ム 


カ スモー ドレバーカ位 g になつ 2. シャッ ターボタンを半押しすると 
とを巧認します。 ピント合わせが巧なわれます。ピ 

のは 、I こコ I で困まれた®巧です 


撮影します 


基本めな巧い方 


♦写す巧のかきが巧すぎるときには、巧体すがが®かず、シャッターが切れないことがあります0 











巧巧ストロボについて 

ストロボが必まなときは、シャッターボタンを 
半押しすると自巧的に上がります。（オートポッ 
プアップ） 


充 St かおわると、ま示バネルとファインダー巧 
に I 4 が表示されます。 


* 巧まストロボはおい巧合だけでなく、逆光の巧合にも上がります。 

* ストロボは自動のには下がりません。収おするときは、上部を巧して収おしてください。 

* 巧庸ストロボの巧が可能巧がより写すらのが遠い巧合や近い巧合も、ストロボが上がりますので十分ごを意くださ 
い。巧影可能巧巧については、48ぺージをごちください。 

* スト ロボ巧おに不適切なレンズ使用の巧合も、ストロボが上がりますので十分ご注息ください。不巧切レンズにつ 
いては、49ぺージをごちください。 

* レンズフードは、ストロボの光を遮りますので巧わないでください。 

* ストロボを连炼してがうと、巧池が多少あかくなることがありますが、巧巧ではありません。 


幸才ートポップアップが埋ができるのは、 巧 化モード 


ストロボモードボタンのを押すと下ミ己のII度 
をでストロボの発光方式を巧ぶことができます。 




<S> 


才ートポップ 
アップ 


才ートポップ 
アップ 
(ホ吕 gx ) 


才ートポップ 
アップなし 


オートポップ 
アップなし 
(ホ目居巧） 


がオートビクチャーとピクチ 


モードの場合だけ 


です。34ぺージと64ページをご K ください。 

* ストロボが h がっている巧巧で、才ートポップアッ 
プなし （狂!!10 ぶ示なし）がぶ択されると、強制を 
化になり、巧にストロボが発化します。外付けスト 
ロボでも同巧です。 

* 才ートビクチャーモードでは、才ートポップアップ 
あり （ 00110 、のな巧0表示あり）しか邊択でき 
ません。 

♦表示パネルに 地| 血 がま示されているときだけス 
トロボは自動めに上がります。また、ストロボが上 
がった巧でも、必要なときだけストロボが 宛 光しま 
す。 （ストロボ自動 堯 光） 

♦ メモリーロック中は才ートポッブアッブはかきませ 
ん〇 

•外がけストロボでも同巧に、ストロボ自巧発おがご 
お用いただけます。 

* み巧けストロボを取り付けていると内なストロボは 
自巧 的に h がりません。 

* み付けストロボを取りがけたが巧で、ストロボの革 
おを切っているかあ電中のお合、ま示パネルに 
CESB が表示されていても内读ストロボは目動的 
じ卜-がりません。 





基本めな巧い方 


$本的な巧い方 











AF 巧か光について 

巧い巧で、シャッターボタンを半押しすると、巧なスト 
ロボがぶ紛的に発化することがあります。これは、才一 
トフ ホーカスを か巧しやすくするためです。 


手動でストロボを上げます 




2.充電がおわると、ま示バネルとファインダー 
内に i 4がま示されます。 




4. 内ちストロボは図のがかを押して收巧してく 
ださい。 


ホ目轻巧巧能について 

このカメラには、ストロボ2度発光によるボ目巧持な能 
が付いています。表示パネルに!が友示されている 
お合、シャッターが切れる巧前に小光 fi のストロボ発化 
が行われ、隨巧を小さくしてからストロボ巧がをするの 
で目がホくちるのを目なたなくできます。 


♦ 內なストロボの赤目おが巧能と AFSOOFTZ のスレー 
ブ巧能を巧み合わせる と、 1巧目のか発光で外付け 
ストロボが発光してしまいますので、スレーブ巧用 
時は赤曰巧な巧能は使’わないでください。 

* 外付けストロボのみを使用しているときも、ストロ 
ポ2巧発光によるホ目おが機化がかきます。詳しく 
は100ベージをご K ください。 


ホ目現象とは 

-般に「赤目現を」といわれ、暗い中で人物の ストロボ 
おがを行なったときに、目がホくちる現象です。これは、 
ストロボの 化が目の網膜に反がするために起こる現をと 
言われています。ホ目を完全に巧ぐことはできませんが、 
できるだけ周りを明るくして摄おする 力、ズームレンズ 
を使用している巧合にはに巧側にして巧巧離で巧おする 
などの方法をや1用するとおがすることができます。外付 
けの ストロボを ご使用のときは、 ストロボを できるだけ 
々メラからおすと巧巧があります。 


♦ AF 330 FTZ や AF 500 KTZ など、外付け ストロボ 
の AF スポットビーム捕助化を巧用する巧合は、内 
巧ストロボの捕助化は作巧しません。 

* 巧出モードが動体モード J (^4になっている巧合、 
フォー 々スモー ド レバーが M にになっている巧合 
およびモードダイヤルで®が进択されている巧 
合は、 AF 補助光は発光しません。 

* AF 500 FTZ のス レーブ巧能を使用する巧合、 AF 捕 
助化が作巧すると、みがけ ストロボ がを光してしま 
いますので、 スレー ブ巧用時は フォーカスモードレ 
バーを MF にしてお使いください。 

* 巧池が巧なすると AF 巧助光が発化しないことがあ 
ります。 

* AF 補巧化がが功な巧がは、条件にもよりますが、 
およそ1〜 5 m です0 


基本めな使い方 


基本めな巧い方 








才ートピクチャーモード • ピクチャーモードの 
ストロボ巧影可能距お 

ストロボ巧ができる炉.巧は、表のように、ご巧用になる 
レンズの開化絞り値によりを化しますのでご注意くださ 
い。開放巧り化は、レンズに「1:1.4」のように表示さ 
れています。 [ F 1.4 の巧を] 


巧用レンズの明 ttEgE り巧 

巧おお巧巧团 

F 1.4 

約 0.8 〜 3.9 m [5.6 m ] 

F 2 

約 0.8 〜 3.3 m [4.8 m ] 

F 2.8 

約 0.7 〜 2.8 m [4.0 m ] 

F 3.5、 ド 4.7 

約 0.7 〜 2.4 m [4.0 m ] 

巧.6 

約 0.7 〜 2.0 m [4.0 m ] 


[旧0100のとき、 カッコ 巧は旧04孤のとき〕 


ストロボ お勧め マークについて 不適切 レンズの 警告表示 


巧い巧巧や逆光のときは、ま示バネルとファイ 
ンダー內の > が点巧し、ストロボの使用を 
おかめします。また、手ぶれの可能性があると 
きは、ファインダー巧の表示がオレンジをに巧 
わります。 




ストロボ巧おに不適切なレンズを使用すると、 
充■完了時表示バネルとファインダー内の 
% が点«し警告します。 


* 巧出モードがシャッター隹先自勤巧出-マニュアル 
巧化ではぶ化の巧たにのみ i が点がします。 
♦光ちぶ了と同時に > は,巧びに、ファインダー去 
示はお色になります。 


♦巧巧ストロボの適•不適レンズについては、92ベー 
ジをごたく ださい。 

* 警告が出た巧巧で巧おすると、巧がの四隅が暗くな 
るヶラレが出たり、画おド部に半円おのヶラレが出 
ますのでご注意ください。 

* F • FA レンズに t 外では警吿表示は出ません。 

巧が出るを件でら、オートボップ T ップ巧能は巧 
きますのでごなをください。 


♦ この巧が呼 JI 巧巧は、巧出モードが才ートピクチャー 
モードおよび、ピクチャーモードの巧合です 0 34ぺ一 
ジと64ぺージをごおください。これ Jit かの巧出モー 
ドの巧お距推については 91 ぺージをごをください。 

* ストロボで巧ができる巧短巧がは、閒巧絞りおの暗 
いレンズを使用しても、約 0.7 m より近巧がにはな 
りません。 0.7 m より近おおで巧がすると巧化が正 
しく制御されません。また、ケラレなどが発生しま 
すのでご注をください。 



* 明るさに閒係なくストロボは常に発化します。 

♦ モードダイヤルが巧位済では、巧お I を化ボタンを押してもストロボは上がりません。 

* ストロ ポ充甫中は シャッ ターは切れません。 

* ストロボを連待して使うと、巧池が多少おかくなることがありますが、異常ではありません。 

* 外忖ストロボを取り付けたが巧で、強制発光ボタンは押さないでください。外巧けストロボに巧植します。同時に 
使用する場合の接な方をについては、99ぺージをご K ください。 

* レンズフードは、ストロボの化を遮りますので巧わないでください。 

♦ストロボが上がって いる状巧で、強制発光 ボタン： > を押すと、 巧にストロボが 化る強制発化になります。 


基本めな巧い方 


■ 


基本めな«い方 






ドライブモードを切り替えます 


このカメラには、図のように6巧類のドライブ 
モードがあります。 

ドライブモードの種類 

•1 コマぉ影问 

•連続掩お Hon 

•セルフタイマー撮影0 ; 

• 3秒をリモコン掩が — 1»3. 

.リ モコ ンぉ影1-— i»j 

• 夕币: 巧 出 e 


[□」：シャッターボタンを巧し込むと、 I 回だけシャッ 
ターが切れます。最も一肢のなドライ づち一 
ドです0 

9 :シャッターボタンを押し込んでいる閒、速病 

的にシャッターが切れます。 52 ぺージをごを 
ください0 

，公，：セルフタイマー巧がです。52ぺージをごおく 
ださい0 

■ M ぉ： 3秒をにがおできる リモコン おおです。55ベー 
__ ジをご！！ ください。 

[ mM ] : リモコン 撮がです。58 ぺージ をごおください。 
m :夕重•巧化ががです。如べージをごたください。 


IE 応用的な使い方 


III 


巧用めな巧い方 


III 


巧巧めな巧い方 









シャッターボタンをがし込んでいる間、巧統的にシャッ セルフタイマー巧おは、巧あをら入つてお念巧おなど 

夕一ががれます。 をするときにがいます。 

-- ■ シ卞ツターボタンを押し么むと、約12巧巧にシャツター 

が切れます。 

* 递觀巧をでは、シャッターが1回切れる毎にそのが ■ - 

なビント合わせを斤ないます。 

* 内なストロボは、充巧が完了してからシャッターが 
切れます。 

* 解除は、同なの揉巧で、表示を消してくださ 


連糕»お セルフタイマー巧お 

ドライブポタンを巧して [ A ] を表示させます。 1. カメラの兰脚ネジ巧に云:脚を固定します。 


巧用的な巧い方 

















ンを巧すと約 3 けをに巧おできます0 


カメラからがれた巧から巧をができます 。I 


コン* が 2. ドライブボタンを巧して L » か 3 •! を表示させ 

の： E 脚ネジ巧に=苗!を取り付けます。 ます。 ~ 


用めな巧い方 











I . セルフタイマーランプが 3 抄巧速い点巧をし 
たみ、»おされます。このとき、巧子音も巧 
ります。 


し 巧影が終了すると、セルフタイマーランプが 
約2巧巧点なし、そのを,皂おにちります。 



7. リモコン 巧ができる距巧はカメラ正面から約 
5 m です。 


*3 かをリモコンのが除は、ドライブボタンを巧して 
■3H3. 表示を消してください。 

*3 巧をリモコンをおか後にが除する場合は、ドライ 
ブボタンを押すか、笔がを OFF にしてください。 

* リモコンおがでは、ピント合わせは巧われません0 
予め、ピントを合わせてからリモコン操作をしてく 
ださい。 

* ぷ光時はリモコン巧がができないことがあります。 

• ストロボ充巧中はリモコン揉作はできません。 

* 宅子音は、消すことができます。84ぺージをご511 く 
ださい 0 

* リモコンのシ卞ッターボタンを押しても内巧ストロ 
ボの才ートボップアップは®きません。 

*3 みおリモコン巧がモードのまま、約5か間放置す 
ると、自動めに1コマ巧がに戻ります。 




III 


巧用めな巧い方 


巧用めな巧い方 


リモコン用 巧 化について 

約30,000问ぷたすることができます。お池の交巧は最奇ウのペンタックスサービスセンターにご用命ください。[ち 

削 












:しく リモコン 巧おできると、セルフタイマー 6. リモコン* ができる距巧はカメラ正面からが) 

ンプが約 2 秒巧点むします。 5 m です。 






■I 


リモコン 用巧 化について 

め30.00 0 W ぶ信することができます。電池の交換はお寄りのペンタックスサービスセンターにご用なください。[ち 
飢 


リモコン巧がの解除は、ドライブボタンを巧して ■» 表示を消してください。 

リモコン撮がでは、ピント合わせは巧われません。予め、ピントを合わせてからリモコン操かをしてください。 
リモコンの シャ ッターボタンをがしても内巧ストロボの ホー トボッブアップは化きません。 

ぶ化時はリモコン巧がができないことがあります0 
ストロボを巧中はリモコン巧れ:はできません。 

リモコン巧がモードのまま、的5分間が苗すると、自巧的に1コマ巧がに庚ります。 


ーボタンをがすと摄ができます。 


义セルフタイマーランプがゆつくり点巧します。 


4. リモコンをカメラに向けリモコンのシャッター 
ボタンを巧すと巧おできます。 


をま示させま 


リモコン 巧影 2. ドライブボタンを巧して 

1. カメラの： E 脚ネジ巧に： E 助を取り付けます。 す。 


巧用的な巧い 












ぞ重巧出巧お 

1. ドライブボタンを巧して。旨]をま示させま 
す。フィルムおおが点巧します。 


2.1 回目の巧おをします。 L 百 J とフィルムか 
お[か点«します。 



ます。 B が消えて口が表示され、フィ 
ルムか巧が点灯にをわります。 


同一のフイルム画面上に巧ねて巧おすることができま 
す。 


*3 な >： U : の多重度出をする場合は、「手巧3.」の巧 
がをする前に、ドライブボタンをらう-度巧して、 
百 を点灯にしてから「手が2」に戻ります。 

* 多重巧化では、日付や時巧の写し込みはできません。 



してください。 


このカメラでは、フィルムの入ったままでも自由にバノラマと揉を巧おとを切り替えることができます。 

バノラマ巧影では、写した物がフィルム上で横長に写りますので、パノラマプリントにするとダイナミックなち臭が 
楽しめます。 


に切り巧えると、フ T 


r 巧に巧おじなります0 















* パノラマ切りおえレバーのセットは、パノラマ巧が 
か標準巧が □ どちらかの止まる泣巧まで巧 
実にかかしてください。レパーをぶ中のな置にする 
と、正しく写りません。 

* プリントする巧に函面周辺でフイルムに写っていた 
ものが切られてしまうことがあります。巧巧を決め 
るときに少し余裕を取っておくとをと、です。 

♦パノラマ 巧がモードでも、曰がや時刻を写し這むこ 
とができます。巧い方は括が巧おと同じですから、 
27ページをごおください0 


-パノラマモードで巧がした場合、ぶ常の同時プリントに比べ n 巧、巧をがかかります。がしくは、お店でおたずねく 
ださい 0 

-パノラマ巧がでは、お!のように提ザ巧がのフィルム1コマ巧の上下をカットするだけですから巧が枚がは、巧単巧が 
のときと同じです。 



• パノラマでは、フィルム上に 13 mmX 36 mm の 大きさで巧ぶをちし&み、 プリント 段階では約 12 mmX 35 mm の 巧囲 
のプリントを 行ないます。 

•パノラマ プリントはおよそ 89 x 254 mm のサイズにプリントされます。これは巧準がおされたフィルムを六ツ切りサ 
イズに引きがばしたものとほぼ同じ巧率になります。 







このカメラには、写す物の人きさなどによって、自動的に最適なビクチャーモードを送ぶ才ートビクチャーモードが 
ありますが、巧みのピクチャーモードを前もって涅ぶこともできます。ビクチャーモードには、上記のように6つの 
モードがあります。巧モードに ついてはが〜 71 ぺージ をごを ください。 




S 出替告 

写したい物が巧るすぎたり暗すぎるときは、ま示バネル 
とフ r インダー内のシャッターぶちと絞り化表示が点が 
します。巧るすぎるときは、 ND フィルターをお使いい 
ただく力>、らう少し暗いところにカメラを向け直してく 
ださい。暗すぎるときは、ストロボなどをごが用くださ 


















樣掌モード LA 」 

1.モードダイヤルを[間に合わせます。モ- 
ドダイヤルの L® I ランプが点なします。 




2. ま示/《ネルとファインダー巧に(搬リおとシャッ 
夕一巧巧かま示されます。ファインダー巧に 


は[•」もま示されます。 


-巧のな巧おをするときにこのモードを使うと便かで 
す。 
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人巧モード I A 1 

1.モードダイヤルを广义」に合わせます。モー 
ドダイヤルの * ランプが点なします。 


2. ま示バネルとファインダー巧に(がり値とシャッ 
夕一まをがま示されます。ファインダー巧に 
は*も表示されます。 




人物巧影をするときにこのモードを巧うと巧利です。 


このモードで人物撮影をすると、望遠系のレン 
ズではバックをぼかすことができます。一方、 
広巧をのレンズでは、集合琴真に便利なように 
比校的にい巧凹にピントが合うようになってい 
ます。 













巧をモード I 度 2.表示パネルとファインダー巧に[旅り値とシ中ッ 

1.モードダイヤルを出 i に合わせます。モー ター速巧が表示されます。ファインダー巧に 

ドダイヤルの必ランプが点なします。 は a もま示されます。 


このモードで風景撮影をすると、近くから遠く 
まで風姑を体にピントの合った写真力 《 撮れます。 
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麵 


••ん 


このモードで掩影を行うと、ピントの合う巧閒 
が広くなっていますので、シャープな写真がお 
れます。 


化な どを近くで巧がするときに使うと便がです。 


が寅巧がをするときにこのモードを巧うと便利です0 


風ホモー ドし 4」 2 .ま示パネルとファインダー巧に(おが J 化と シャッ 

1.モードダイヤルを [ A | に合わせます。モー ターま巧が表示されます。ファインダー巧に 

ドダイヤルの [； A ] ランプが点灯します。 は I A . も表示されます。 


巧用的な巧い方 












お)任:モード L^j 

1.モードダイヤルを[ X ]に合わせます。モー 
ドダイヤルの ランプが点なします。 


國 


巧录モード 
1. モードダイヤルを 
ドダイヤルの i 


% に合わせます。モー 
ンプが点なします。 


11 ^: 


2. 表示バネルとファインダー巧に I ホにり値とシ中ッ 
ターま度が表示されます。ファインダー巧に 
はも表示されます。 



かきのぷぃ巧を写すときに使うと便利です< 


■ 


このモードで撤影すると、動きの速いものでも 
ぶれずに動きを止めてはっきりとした写真を插 
ることができます。 


2. 表示バネルとファインダ ー I かこ I ホ校り値とシャッ 
ターま巧が表示されます。ファインダー巧に 
は；イ t もま示されます。 


ストロボをが用して夜景を生かした人物巧がをすると 
きに使うと巧巧です。 


スト ロボ撮がで、写すものが暗い場合、シャッ 
夕一速度が1抄までドがりますので、巧掉を生 
かした スト ロボ掩おができます。 


♦カメラぶれを巧ぐため、兰脚をごが用ください。 
♦スト ロポを使用しない場合の制街は、巧準 モードの 
巧合と巧巧です。 

















いろいろな露出モードを選びます 

を强出モードは、下表のようにモードダイヤルとをりの組み合わせによって決まります。 


^MBii— H— 1— iifiii 



巧巧的な巧い 
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lll^l 


絞り*先自お巧出の使い方 
1.巧リオートロックボタンを巧しな力 < らおりを 
[ A ] 位置に合わせます。. 


モードダイヤルを Av に合わせます。 



3.セレクトレバーで巧みの校りを選びます。 4. 表示パネルとファインダー巧におり値とシャッ 

ター速度が表示されます。 


巧るさにあじてシャッター速巧が自か的にをわります0 
ピントの合う巧巧を広くしたいが寅ち臭や、背景をぼ 
かしたい人物の巧影などに适しています。狡りのか果 
については、108ぺージをご R ください。 


* フ r インダー巧の校り佑の下には、現在にりがをち 
可能であることを示^"ァンダーバー ー が表示され 
ます。 

* 巧りが区]位巧) U みでも巧り優先自巧巧化ができま 
す。校りリングを网して巧みのがりを巧んでくださ 
い。この巧合、モードダイヤルは AUTO PICT 、 

[*]、 A 、|- A 、： A ;、 巧、昭、 

万のどの位置でらお巧です。ただし、校りお表 
示は目まですので、設定絞りと■貫:しないことがあ 
ります。 

♦巧り A 位 sva 外で、おり化の目まが表示されるの 
は、 FA および F レンズの巧合だけです。 
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»の■百 * 

写したい巧が明るすぎたり暗すぎるときは、表示パネル M 
とファインダー巧のシャッターぶ度ま示が点巧します。 5 
明るすぎるときは巧りを小巧り側[なをの大きい方]に、 い 
暗すぎるときは巧りを開放巧[を字の小さい方]にして点 ち 
巧が止まれば巧おできます。 

なお、シ*ッター速度ま示と校り巧表示の両方が点おし 
た場合は測化巧团外ですから、校りををえても迫ぶ巧化 
は得られません。明るすぎるときは、 ND フィルターを 
お使いいただくか、もう少し暗いところにカメラを向け 
直してください。晴すぎるときは、 ストロボ などをごが 
用ください。 


















写したい巧が明るすぎたり暗すぎるときは、表示パネル 
とフ T イン ダーの絞り拍ま示が点がします。明るすぎる 
ときはシャッターぶ巧をぶく、あすぎるときはシャッター 
速巧を语くして点巧が止まれば巧ができます。 

なお、シャッターぷ度表示と校り值表示の両方が点巧し 
たお合は測ホ巧囲外ですから、シャッター巧®ををえて 
もる正巧出は得られません。明るすぎるときは、 ND フィ 
ルターをお使いいただくか、もう少し暗いところにカメ 
ラを巧け直してください。暗すぎるときは、ストロボな 
どをごが用ください。 






B 月るさにぶじて巧りが自か的にをわります。巧い巧を 
でかきを止めたり、通いぶ度で巧饭を出すのに適して 
います。シャッター速度の巧果については、107ペー 
ジをご!！ ください。 


3•セレクトレバーで巧みのシャッターま巧を进 4.表示パネルとファインダー巧にシャッターま 

びます。 をと、校り®がま示されます。 


シャッター優先自巧 S 出の使い方 2. モードダイヤルをじ>1に合わせます。 

1.技リオートロックボタンを巧しながら絞りを 
M 位*に合わせます。 


巧用めな化い方 
















マニュアル巧出の巧い方 
1.校りオートロックボタンを押しな力 < ら絞りを 
[ A 」 位》に合わせます。 


2. モードダイヤルを M に合わせます0 



3.セレクトレバーで巧みのシャッター速度を進 4.絞り値は、側面ボタンを巧しながらセレクト 

びます。 レバーで法んでください。 
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5. ファインダー巧のバーグラフの黒丸が中ム、に 6. ま示バネルとファインダー内に巧り値とシャッ 

あれば適正、 © 側に並んでいるときは巧 夕一速度がま示されます。 

出不足、！ 〇側は巧出才ーパーです。黒丸1 
つが1/2段階り/ 2 EV ) に相当します。 


常に同じシ*ッター速度とおりの化み合わせでおがをする巧をや、意図的に巧お才ーパー[明るいち其]や 巧 山アンダー 
[暗い巧臭]にするときにがいます。 


* ファイ ン ダー内のシャッター速巧の下には、現なシャッター速度がが更巧化であることを示す アン ダーパー!一1が 
表示され、側面’ボタンをがすと巧り植の下に巧りがをお可能であることを示す T ンダーバーピ が表/弔されます。 

* る示パネルのシャッター速度と絞り化は、ちおが ON であれば巧にを示されます。 

* マニュアルな出では、メモリーロックや 巧 化補正はできません。 

* にりが A 位置>：!外でらマニュアル巧出ができます。巧りリングを回して好みの絞りを還んでください。ただし、 
絞り表示は目をですので、設定絞りと一致しないことがあります。 

♦巧り区]か-苗に I 外で、巧り板の目安がま示されるのは、 FA および F レンズの巧合だけです。 

* 手ぶれの可能性がある巧合、 ファイン ダー巧のま示が按色から オレン ジ色にをわります。 




















バルブの使いち 

1.マニュアル巧出のときに、七レクトレバーで 
シャッター速度を®速測に移動させ、ま示バ 
ネルとファインダー巧に bu をま示させます0 



かりした；脚を使用し、別売りの「ケーブル 
スイッチ F 」 をご利用ください。 


巧火、巧寅などのがをで挺時牌シャッターを開いてわく必愛•のあるときにご利用ください。シャッターボタンを巧し 
込んでいる間、シ * ッターが開き統けます。 



7 . 巧出が適正から2段巧 [2 EV ] 材上巧れたお合 
は、 〇あるいは[©が点巧します。 



巧出«告 


写したい巧が明るすぎたり巧すぎるときは、ま示バネル 
とフ T インダー内のシャッターぶな表示と校り化表示の 
両夕と〇あるいは!_©」が,ななし、測光巧巧ぺをなら 
せます。シャッターぶ巧やにりを《えても巧ぶ巧化は得 
られません。明るすぎるときは、 ND フィルターをおが 
いいただく 力、、 もうルし巧いところに カイ ラを向け芭し 
てください。暗すぎるときは、ストロボなどをご利用く 
ださい6 


に用めな巧い方 


III 


巧用的な巧い方 


♦ 巧なのリチウム電池〔常な]で、約8時間の長時間巧出ができます。 

* リモコン おがを巧用すると、 リモコンの シャッターをがしている間、バルブ抵がが巧能です。 
★ファイン ダー巧の表示は オレン ジ色になります。 


















3 .補正値は、ファイング三内のバーグラフで馆 2段階をなえた設定をした場合は、ファインダー 

度できます。黒丸が Lo I 側にあれば a 出才一 巧のバーグラフの黑丸が点なします。 

バー、|>1側は》出不足の方向になります。 

黒丸1つが1/2段巧 (1/2 EV ) に相当します。 



巧出捕正は才ートピクチャーモード（発光巧ムモード®を含む)、マニュアル巧出および、バルブでは巧えませ 
ん〇 

巧出補正は、 一3 〜+ 3段巧 [ EV ] の糊巧で 0.5 段階 [ EV ] ごとに巧なえます。 

電おを OFF にしたり、他の»出モードにしても、巧出巧止はが除されません。 












電子音の切り替えをします 



できます 0 



\ > 、 V • 

3. ON -<0を表示させるとけ»る」に 、--" a 
をま示させると。為らない」になります。 


ピントが合ったときや、セルフタイマー、リモコン、 
メモリーロック時の巧ず音の有がをを史することがで 
きます。 


* モードダイヤルがレ 0] ね-苗では、 シ中ッ ターが切 
れません0 


メモリーロックを使います 



1.メモリーロックボタン LMLl を押すと、その 2.メモリーロック中は、ファインダー巧に t 

時点の巧出(明るさ）を記巧します。もう一度 がま示されます。 

押すと解除できます。 


メモリーロックは、巧が前の 巧 山を紀おさせる機能です。写したいものが小さく、 適 iR なな 出を得るのが巧しいとき 
やぶ化巧おのときなどにお使いください。 


メモリーロックボタン面りから指をがしても、20抄間は巧出が紀巧されています。メモリーロックポタンをがし 
保けたり、シャプターボタンを半押している間は巧化が記憤され烧けます 0 

メモリーロックボタン広な J を押すと、電子音が鳴ります。巧了-音は、消すことができます。84ページをごたくだ 
さい0 _ 

才ートピクチャーモード（発光禁止モード，度を含む）では、メモリーロックはできません。 

メモリーロック中は才ートポップアップは巧きません。 flCDB 表示も消えます0 














3 .ピントが合うとファインダー巧の合焦マーク 

[〇」が光ります。 


合焦マーク〇が利用できないち合 

に1下の巧由で、ファインダー内の合焦マーク〇が使えない場合は、说ぺージの方-をでファインダーのマット面をが 
用した手動ピント合わせをしてください。 

a ) 「才ートフォーカスのき手な物」で合おマーク[〇]が点巧しているとき。88ぺージをごたください。 

b ) 開か F 化が約 F 5.6 より巧いレンズ ( F * FA レンズに1が）を使用したとき。（注） 

C) ベローズ 100 mmF 4、 シフト 28 mmF 3.5 [シフト巧巧]、レフレックスタイプのレンズを巧用したとき。 
d ) 旧タイプのねじ込み取り付け式レンズを别売りの「マウントアダプタ ー K 」 で取り付けて使用したとき。 

(注） F * FA レンズでも巧写リングなど、才ー トフ ォーカスに巧た;していないアクセサリーを使用する巧合も同巧にな 
ります0また、リアコンバーターなど、巧りおがをわるアクセサリーでは、その合成にり化が FS . G より巧くなる堪 
合も同巧です。なお、この絞り化の和6はあくまでも目まで、念のため合成狡り伉がこの付近になる巧合は、かぺ一 
ジの方法（マットおのが用）でピント合わせをしてください。 


合焦マーク LP 」 を利巧する巧合 
1. フォーカスモードレバーを [ MF ] に合わせま 
す。 



2.ファインダーを巧きながらシャッターボタン 
を半押しした巧態で、レンズの拒巧リングを 
回してください。 


* ピントが合うと、ファイングー巧の合焦マーク 
: 〇|の点なと同時に「ピピッ」と巧子音が巧りま 
すが、電子音を消すこともできます。84ページをご 
おください。 



III 馬的な巧い方 


巧用めな使い方 






アクセサリーの注意 

な下のを件では、才ートフォーカスやフ T インダー巧の 
合焦マーク[〇]をが用した手動ピント合わせができま 
せん。88ベージの予順におって、フ T インダー内のマッ 
卜面でキ巧ピント合わせをしてください。 

a ) 特殊なフィルターや「マジックイメージアタッチメ 
ント_：•「ステレオアダプター」などを巧った場合。 

b ) r 接写リング」や「才ートベローズ」を使った化大接 
巧巧おのな合。 


F ソフト妨 mmF 2.8 使用時のま* 

約 1.5 m より近おおの摄がをするときは、レンズの絞り 
を F 2.8 〜 4.5 でごが用ください。これよりか絞り [ F 5.6 
〜 32] にすると、カメラの才ー トフ*- カス [フ ァイングー 
巧の合焦マーク广〇」を利用した于かビント合わせら同 
巧]が正しく働かないことがあります。ド 5.6 より小校り 
を使う 巧 合には、一宜レンズのなりを F 4.5 に合わせて 
ビント合わせを巧ない、シャッターボタン半がしのまま 
巧望のをりに戻して祐おしてください。 

FA ソフト 85 mmF 2.8、 FA ソフト 28 mmF 2.8 レンズで 
は、 h 記の操作は必要ありません。 

偏光フィルターについて 

才ートフ*—カス 巧 巧の--がにハーフミ ラーを 巧用して 
いますので、一麟の偏光フィルターを使うと才ートフォー 
カスの椅をが化下します。 オートフ*ーカスで使用する 
ときには円偏化フィルターをご利用ください0 
また、森出の傳巧ら抵下しますので、円偏光フィルター 
の使用をお勤めします。 


マット面を利用する巧合 

1. フォーカスモードレバーを [ mf | に合わせま 
す。 

2. ファインダーを雨きながら、ファインダー巧 
のみが巧もはっきり見えるようにレンズの拒 
巧リングを回してください。 

スナップインフォーカス»がについて 

前もってピントを合わせておいた巧所に写したい物が巧 

び込んで来たときに、自動巧あすることをスナップイン 

フォーカスおおといいます。 

1. レンズは才ートフォーカス用でないレンズ [F • 
FA なかのレンズ]を使用します0 

2 . フ ォーカスモー ドレバーを [ AFI に合わせます。 

3. 写したいものが巧りそうな巧と同じ距巧に、お 
もって距巧リングを合わせておきます。 

4. ケーブルスイッチ F を使って、シ中ッターボタ 
ンを巧し込んだ巧巧にしておきます。 

己写したいものがピントを合わせた位 S に巧ると、 
自巧的に巧おされます。 


オートフォーカスのま手な巧 
オートフ*一カス巧巧は万化ではありません。写す物力 i 
下記のような場合には、ピントが合わないことがちりま 
す。ファインダー内の合焦マーク [ PI をか用した手勤 
ピント合わせも同様です。 

そんなときは、 フォー カ スモー ドレバーを [ MF 1 にして、 
巧来の一眼レフカメラと间巧に ファ イ ングー のマット面 
をが用して手かピント合わせを巧なってください。 


a ) AF フレーム忙コ 1 のみ測が白い壁などの巧瑞にコ 
ントラスト閒暗劃のほい物だけの場合。 

b ) AF フレームにコに化を反がしにくい物がある場 

ム 

C) 非常に速い速度で移巧している物。 

がぷ近のものが AF フレーム臣コ」の中で同時になな 
する巧た。 

e ) ながの強い化、強いぶ光[周ぶが特に明るい物]。 


III 馬的なない方 




巧用めな巧い方 


巧用なりから摄お拒巧を計穿します 


ぷお巧側の目ま 
近巧離側の目安 


ガイ ドナンバ ー +使用巧り 
ぶお離側目安+5[注〕 


ただし、 0.7 m な下の巧巧では使えません。 0.7 m より近 
粗;巧で巧おすると、ストロボ光のムラやケラレおよび巧 
出ホーバーの原因となります。 

注：宙 j り巧で巧用した巧化の「5」は、このカメラの内 
巧ストロボを単独で使用した巧合にのみ巧用される 
が伉です。 

なお、ガイドナンバーは使用するフィルム•饭度 [ ISO ] に 
より下の若のようになります。 


IS 025 一 5.5 

旧02说一 15.6 

ISO 50 7.8 

旧0400 一 22 

IS 0100 ^ 11 



ここで旧0100のフィルムを絞り F 2.8 で使うときの例を 
あげます。 

ガイドナンバーり 1)- F 2.8=3.9 m 
3.9+5=0.8 m 

がって、約 0.8 m から 3.9 m の巧巧!でストロボががえます。 


»が拒巧から使巧おりを計穿します 


ガイドナン/ <- 


巧が巧が=使用巧り 


ま十巧で出たお字が「3」のようにレンズの絞りおにない 
植になったときは、-巧的にを字の小さい方に8〕にし 
ます。 


内蔵ストロボについて、もっと知りたい方へ 


オートピクチャーモード • ピクチャーモードを 
巧うとき 

•周りの明るさに合わせて、シャッター速度と校りが自 
か的にを化します。 

• シャッター速度は、1/100けから低速化は手ぶれをし 
ないシャッターぷ度まで自巧めにを化します。なお、 
シャッター速度のほ速お巧はご使用レンズの焦点距離 
によってを化します。ただし、才ートフォー々ス用で 
ないレンズ [ F - FA >： i みのレンズ]使用時および、動 
ホモードでは1/100か固定なります。夜景モー 
ドイ1ではなぷ吸巧は1巧になります。 

シャッター*先自か現出を使ラとき 

•かきのある物を写すときに、ぶれの巧ちををえてスト 
ロボ巧おができます。 

• 1/100秒&1下のシャッターぶ度を自由に選んで ストロ 
ボ巧おができます。 

•周りの明るさに合わせて自動的に巧り値がを化します。 


校り®先自»巧出を巧うとき 

-ピントの合う巧巧[巧写巧巧巧]を《えて巧がしたいと 
きや、よりぶくの巧を写したいときなどに、がりを自 
由に巧えてストロボ巧影ができます。 

•周りの巧るさに合わせて自か的にシャッターぶ度が巧 
化します。 

. シャッターぶ度は1/100みから瓶速側は手ぶれをしな 
いシャッタ ー iM まで自受が)にを化します。なもシ*ッ 
夕一速度の低速限界はご巧用レンズの焦点巧巧によっ 
てを化します。ただし、才ー トフ ォーカス用でないレ 
ンズ [ F - FAU かのレンズ]使用時および、巧みモー 
ドでは 1/100 抄固をになります。 

マニュアル巧出を使うとき 

-1/100ゆな下のシャッター巧をとおりを自由に組み合 
わせて、ストロボ巧影ができますので、巧貴の明るさ 
を自由にをえてのストロボ巧がなどができます。 


III 


応用的な巧い方 


III 


巧用めな化い方 





FA レンズの 巧苗ス ト D ボ適含表 [0 はが 巧 巧 、X のレンズではヶラレが 巧尘 します] 






m 


FA 24 〜 90mmF3.5 〜 4.5AL(IF) 


FA ズーム 28 〜 70mmF4 


h ' か ♦ム〇イ 



in 拥 nrnr 巧 ^ yn ホ 


FA X—A28 〜 200mmF3.8 〜 5.6 


rS^SiTl JiiimI 9 c I 


リ iBcWlffiOWitE 


FA 


FA ズーム 


FO 〜 5.6 


FA 100 〜 300mmF4.7 〜 


焦点巧離が 28mmA 巧ではケラレが党生する！#合があり 
ます0 

焦な®離が 24mm から 35mm の巧をと、お mm で巧巧巧 IK 
が ImJa ドでは、ケラレが発生する巧合があります。 

巧点助 i が28〜 35mm で巧 K 巧巧が 3mJa 卜•と、 35mm で 
巧が巧«が ImETf ではケラレがを半する巧合がみります0 
か;点距離が 40mmW 下ではケラレが発をする巧合があり 
ます。 

が,な距離が 70mm な下ではケラレが発牛する巧合があり 
ます0 

焦な拒離が曲)〜 90mm ではケラレが巧生するお合があり 




SM 




KIiriOTT 


F4.5 〜 5.6 


I 化 wc 


rATllRIRfSil 
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FA20mmF2.8 


FA 巧 4mm F2 


FA28mmF2.8 


FA35mmF2 


FA43mmF1.9 Limited 


FA 如 mmFl.4 


FASOmmF し 7 


FA77mmF1.8 Limited 


FA*85mmF1.4 


FA135mmF2.8 


FA*200mmF2.8 


FA*300mmF2.8 


FA*300mmF4.5 


FA*400mmF5.6 


FA*600mmF4 


ド 2.8 


100mmF2.8 


100mmF3.5 


200mmF4ED(IF) 


FA ソフト 28mmF2.8 


ド 2.8 








































































裏ぶた巧側のネジをドライバーで回して電池 
ぶたを外します。 


2.古い電池を取り出し、新しい《ホ ICR 20251 
をみ I 側を上にして入れます。 



【.電化ぶたを元の位■にちし、ネジをドライバ- 
で巧めます。 


♦電池の寿命は約3年です。写ちに写る日付や時刻が 
巧くなってきたり、写らなくなった巧合には電化を 
交換してください 0 

* 亥示が出ないときは 巧 池の +— が正しく入っている 
かを巧淺してください。 

♦ち池夕換巧は、日付や時巧のを正を巧なってくださ 
い。日付や時刻のを正については96ぺージをごおく 
ださい0 

* 巧池夕巧は、巧寄りのサービスセンターでも承りま 
す。（巧料） 
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IHHHi 


匿眉 


* が字をかさい方へを化させたいときは、セレクトレバーを左に、大きい方へを化させたいときは、をに回してくだ 
さい0 

* モードダイヤルがに0位苗では、シャッターが切れません。 _ 

* DX のが巧とをうフィルム巧度を巧定したときには、表示パネルに ISO ぶ示が出ます。 


日がや時刻の写し込みが薄くなったときの電ミ也交換 


ム患巧が設定されますが、 一 SB の DX でないフ- 


このカメラでは、フィルムをカメラに入れたときに、自勤的にフ， 
ルムを使う場合は、下記の方法でフイルム感巧を設定してくださ 


ルム®度を巧えます。 


，—ドダイヤルをい SO 」 に合わせます。 


2. セレクトレバーでフ< 


ル厶使用時の感度設定方法 


DX でない 


巧用的な化い方 









日付や時刻の修正 


「年月日」のが正 


& 巧3 .部 

SELECT 

datei^D O 

_ ^ p^UST 


[ DATE ] ボタン 
を巧して、年月 
曰ま示にします。 


2 .[ seleq 2 ボタ 

ンを押して、年 
月日のうち修正 
したい数字を点 
巧させます。 


な 朽3サ器 

SELECT 

DATE 谷 

s _ I > 



3.[ adjustI ボタ 

ンを押して、点 
巧している巧字 
をな正します。 


修正巧は、 
[ SELEQJ ] ボタ 
ンを巧して、点 
巧を止めます。 


* 点巧の版番は、 r 年」一 r 巧」一「日」一「年」です。 

* を DJUST ] ボタンは、一回巧すごとに教すが一つ進みます0がし統けると約2〜3秒をからは早送りされます: 


r お Aii 、 I のなで 


な む 

aaecT 
dateQ ^ O 

I 炎ん I J 


.[ DATE ] ボタン 
を巧して、日時 
分ま示にします 0 


2 . 区 ELE 口 I ボタ 
ンを巧し、時分 
「：」のうちが正 
したいお宇を点 
巧させます。 

3. ADJUST ボタ 
ンを巧して、点 
巧している数字 
を修正します。 


〇 {(, ジ!が1~~^~1 4. r : J 点巧のと 
LJIj ) きに LADJ 昭:] 

SELECT ポタンを巧すと 

datedc!^ 〇げにセットさ 

L 如 I J れます。 


5.おををは、 
[ SELECT ] ボタ 
ンを押して、点 
巧を止めます。 
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巧用めな巧い方 


* 点滅の巧まは、「時」一「分」一 r :」一「時」です。 

♦ ADJUST ’ ボタンは、一时巧すごとにな字が一つ進みます。巧しなけると約2〜3巧をからは早送りされます。 










外付けストロボの使い方 


使用上の注意 

♦ SELECT ! ポタン や ADJUST ポタンを な 付ける 
ことがありますので、できるだけ、ストラップ巧め 
具]^: i 外は巧わないでください。やむを得ない 巧 合は、 
ボー ルペンの 先などで、巧し込み巧ぎに気をつけて 
巧ってください。 

♦使用巧お温度はお50で〜0でですが、化沮下では、 
写し这まれる文字が巧くなることがあります。 

* 使用できるフィルム應巧は旧025〜1撕0までです。 
惠度はカメラにフィルムを入れると自動的にセット 
されます。 

* 巧感度フィルム [ ISO 1000な上]を使ったときは、 
写し込まれる文字がにじむことがあります。 

♦ ISO 50な下のフィルムは、フィルムによりちし込 
まれる文字が 薄 くなることがあります。 

* な正 J 途中[点がま示中]は、シャッターを切つても日 
付や時刻は写し込まれません。 



カメラの巧唐ストロボでは化 s が不足するときは、み 
付けストロボを巧用してください。[結婚披 巧ち やパー 
ティー などで便がです] 

TTL 才ートで使います 

AF 280 T 、 AF 400 T では、ファインダー巧での才一 
ト チェックができませんので、 才ートチ I ック 
を OFF にしてからお使いください。 

1. カメラのホットシユーに付いているカバーを 
外し、ストロボを取りがけます。 

2. ストロボの■源を入れます。 

3. 発光モードを TTL オートにします。 

4. ストロボの充電完了を巧認し巧おします。 


この巧其の巧ずはハメ込みを巧です。 


♦ストロボの 充巧 完了 ランプが 点なすると、 カメラの 
シャッターボタンを半#ししたときに、フ r イングー 
內の I >も点なしますので、フ T インダーでも 充 
巧完了の巧認ができます。 

* 巧 おできる距 お、各な 出モードでのシャッター速度. 
をりおのを化など詳しい巧巧については、ホ付けス 
トロボの説明まをごおください。 

* 表示バネルに ■ isa が表示中であれば、ストロボ 
自助 発化になります。巧って、明るい 巧 合にはスト 
ロボが発光しませんのでご注意ください。 

* 外付 ストロボを 取りがけたが應で、強制発 化ボタン 
はがさないでください。外付け ストロボに お姑しま 
す。同時に使用する 巧 合は右 i 己の方法で巧統してく 
ださい。 


巧蔵ストロボと外付けストロボの同時使用方法 
このカメラでは、カメラのホット シュー が分にみ付けス 
トロボを巧けたが巧では巧巧ストロボを上げることがで 
きません。内なストロボと外付ストロボを同時に使う場 
合は、カメラのホットシ ュー 部分に另 I 睛りのホット シュー 
ア グプター Fg を、 外付けストロボの下に別売りのオフ 
カメラシ ュー アダプタ ー F を付け、延長 コー ド F 5 P で接 
烧します。オフカメラシューアダプタ ー F の下には兰脚 
取り付け用のねじがありますので、=脚に固定すること 
ができます。ただし、 AF 400 T と内读ストロボは 4 P シ 
ンク ロコード B が巧巧ストロボに当たってしまいますの 
で、同時に使用することはできません。 


ホットシ 


アダプター F , 


r%v ： 


オフカメラ 

アダプタ ー F 



巧巧めな巧い方 







赤目轻巧機能について 

巧巧ストロポ同様、がけけストロボでも赤目巧该機能が 
お使いいただけます〇ストロボの话頰によってごが用い 
ただけない巧や使用を件がありますので、101ぺージを 
ご!！ください。外付けストロボでの赤目おが巧能は、ス 
トロボを TTL 才ートにした巧合のみ可能です。外光才一 
卜では、 赤目格がはお除してください。 

巧幕シンクロについて 

巧庸ストロボと ペン タックスき用のパ■付けストロボを粗 
み合わせて同時に使用した巧合、外付けストロボが後幕 
シンクロに 設定されていれば、内巧ストロボもを幕 シン 
クロになります。巧が時は、各ストロボのホ巧の完了を 
巧該してからシャッターを切ってください。 

ストロボのを打なお 

2煩な上の外付けストロボを同時に使用する場合は、 
101ベージのストロポ機能一お案の同じタイプどうしを 
組み合わせるか 、 TYPE B と TYPE C あるいは TYPE 
D と TYPE E の巧み合わせでお使いください。内读ス 
トロボは、どのタイプとでも組み合わせ巧がです。 


光量比租]御シンクロ巧お 

抵をの AF 330 FTZ または AF 500 FTZ を組み合わせるか、 

カメラの巧巧ストロボとがみ合わせることで、2つのス 

トロボの光量のまいを利用した增ながが[化 ft 比制御シ 

ンクロ巧が]ができます。 

1.99 ベージの方まで、外付けストロボをカメラ 
から離してを糕します。 

2. AF 330 FTZ または AF 500 FTZ のシンク ロモー 
ドを光量比制御 モー ドにします。 

3. 外付けストロポと巧なストロボのストロポの 
充■完了を巧度してから摄おしてください。 

♦光 S の比率は、巧なストロボが1にがしてみ巧けス 
トロボは2になります。 

♦ホットシューグリップなど巧点巧の輿なる ァ クセサ 
リーを組み合わせると、誤巧作の原因となりますの 
で、巧巧しないでください。 

♦光里比制巧シンクロ巧おでは、シャツター速巧の上 
おは1/60巧になります。 


* 他社巧ストロボを化み合わせると、が時の巧巧になる場合があります。ペンタックス#用才ートストロボの使用を 
おかめします。 

* スタジオ用の大型ストロボでは、巧性がぶになっている物があり、ストロボが発光しません。詳しくは、ストロボ 
メーカーにご巧がください。また、大型ストロボでは、巧幕によるケラレを巧ぐため、巧調 i ^巧より一段ほいシャッ 
夕一巧巧での使用をお巧めします。 


ストロボ機能一 K 


[’ •カメラの 巧 お 

TYPE A 

TYPE B 

TYPE C 

TYPE D 

iir 化 —PM 

IM" 罰;、が ホ 

〇 

〇 

X 

〇 な 1 


ri か巧化か街! く。 

〇 

〇 


〇 


ストロボぶ•也ち了で、ストロボの同調巧巧に自 
巧 的に切り替わる。 

〇 

m 


〇 


才ートビクチャーモード、ピクチャーモード、 
シャッター巧先自あな出では巧りが自助セット 
される。 

— 

a 

a 

〇注 2 

X 注 2 

ファインダー内で才ートチょックができる。 


〇 

0 

X 

X 

TT しオートストロ ポ據 おができる 0 

〇 

〇 

〇 

0( A 円腿 A が阿) 

X 

■1 ホ- 

〇 

〇 

〇 

maBmm 

〇 

■ 王 ,— t.ii りぶ … JiLH— 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

1 み 幕シンクロ 操 おができる。注3 

〇注4 

〇 

〇 

X 

X 

W,a 1レ4—んム！ 

X 

〇 

X 

X 

X 


TYPE A :巧唐ストロボ 
TYPE B : AF 500 FTZ 、 AF 330 FTZ 
TYPE C : AF 400 FTZ 、 AF 240 FT 
TYPE D : AF 400 T 、 AF 280 T 、 AF 200 T 、 AF 080 C 、 
AF 140 C . AF 200 SA 
TYPE E : AF 200 S 、 AF 160. AF 140 


注1: AF 280 T 、 AF 400 T で、才ートチュック OFF、T 
TL 才ートにした場合のみ可能。 

注2: TYPE D [ AF 200 SA を除く]のストロボで 、 MS 

[マニュアルシンクロ]、 M [マニュアル]を使うと 
きや TYPE E のストロボを巧うときは、校り* 
先自巧巧出、マニュアルおよびバルブで巧がして 
ください。それな外の K 出モードでは、巧りがを 
化してしまいますので使えません。 

注3 :シャッター巧巧は1/60巧に旗下になります。 

注4 : TYPE B または C ストロボと化み合わせて巧巧シ 
ンクロ可能。 
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巧用的な巧い方 












































低速シンクロについて 

マニュアル S 出の巧合 

1. マニュアル 巧 出にします。 

2. あ正露出になるようにシャッター速度〔1/ 
100秒]; TF のほ巧〕とをりを巧んでください。 

3. 巧 巧 あるいは、外付けストロボの充■完了を 

巧最モードの巧合 巧霞してから 巧が します。 

1. モードダイヤルを Jai に合わせます。 

2. 巧りを闽位*にします。 

3. 巧なあるいは、外付けストロボの 充電 完了を 
巧瑟 してから 巧が します。 


日中シンクロのやり方は、一短のストロボ巧お 
と同じですから、そのままシャツターボタンを 
巧すだけで苗単にできます。 


ストロポなし 



1. 強制お光ポタン I を巧してください< 

2. ストロボの 充巧 完了を巧設してくださ t 

3. 巧 おします。 


* 巧まが明る V 、巧合には、巧出オーバーになることが 
あります。 

* モードダイヤルが巧た置ではストロボは化りま 
せん 0 

♦外がけストロボで H 中シンクロを巧う場合、ストロ 
ボモードポタンのをがして、表示パネルの 
ま示を消してから巧がしてください。 

田！田をホが出たままで巧がするとストロボがを光 
しないことがあります。 


ストロボ使用 


♦明るさによってシャッター巧巧は、1/100〜1巧の 
間で巧化します。 


夕まなどを巧貴に人物巧がをするとき、化ぷシンクロ 
をが用すると人物も背景らきれいに写せます。低速シ 
ンクロは、巧巧ストロボでも 外付け ストロボで ら问巧 
にごが用いただけます。 


* シャッター優先自巧语出でも化ぶシンクロができま 
す。ただし、ストロボ巧«完了前の巧巧で、 ff 出警 
を（のりなま示の点巧）が出ていないことを巧巧し 
てください0 

♦ なぷ シンク ロ巧がでは、 シャツ ターぶ巧が远くなり 
ます。手ぶれを巧ぐため、カメラを=脚などに固を 
してください。また、写される人が巧いてしまって 
も、ち臭はぶれてしまいますのでご注意ください。 



辱間の明るいときでも、相 f - などで人物の巧がなになっ 
てしまうようなお合に、巧巧ストロボを巧用すると险 
の取れたきれいな写きが巧れます。 


中シンク 


巧用的な化い方 


1= ぶ的なない方 











専用アクセサリー[別売]について 


このカメラには、各巧き用アクセサリーが巧意 
されています。詳しくは、各サービスお口にお 
巧い合わせください。 

•ケーブルスイッチ F 

MZ -7、 MZ -10 、MZ — 50、 MZ -3、 MZ -5、 Z -1 

P および 645 h 等に巧えるレリーズコード。 

♦マグニフ r イヤ ー F , 

ファインダー中央部を化大して見るアクセサリー。 
•オートストロボ AF 500 FTZ 

ガイドナンバ ー50 の AF スポットビーム巧を才ートズー 
ムストロボ。スレーブ機能、マルチ発化、化ち比制抑 
モードや先巧•を巧シンクロ巧がなどが可能。 

•才ートストロボ AF 330 FTZ 

ガイドナンバ ー33 の AF スポットビーム内な才ートズー 
ムストロボ。化 fi 比制御モードや先幕•お巧シンクロ 
巧おなどが可能。 

•ホットシユーアダプタ ー Fo 、 巧ちコード F 5 P 、 オフ 
カメラシユーアダプタ ー F 

AF 500 FTZ • AF 240 FT • AF 330 FTZ • AF 400 FTZ 

をカメラから巧してストロボががするときのアダプター 
と コード。 [巧な巧をは99ぺージをごたください] 
♦ AF アダプター 1.7 X 

才ートフォーカス用でないレンズを才ートフォーカス 
巧がするためのアダプター。 


参マクロスト □ボ AF 140 C 

ガイドナンバ ー14 のを与用ス ト ロボ。 

•レフコンバータ ー A 

フ r インダーを見る巧ををが)。間隔にをえることがで 
きるアクセサリー。情率は1倍と2倍の切り替え式0 
♦フィルター 

ス カイラ イト- 曇天用 • UV • Y 2 • 02 • R 2 -円お化 
があります。フィルター往は 49 mm • 52 mm •战 mm • 
67 mm • 77 mm の5巧巧です。 

♦単3バッテリーバック Fo 
が3軍池を使用するための別売ウバッテリーパックで 
す6 


アクセサリーの注意 

•「才ートベローズ A 」 を使用する巧は、ダブルレリー 
ズが巧用できませんので、 「ケー ブルスイッチ F 」 を 
お使いください。ただし、な位廈摄がでは、カメラの 
グリッブ側を下にすると才ートベローズ A への取りけ 
けができず、グリップ抑を上にするとケーブルスイッ 
チ F が使用できなくなりますので、横位垣での巧がを 
おなめします。 

• r 645 レンズ用アダプタ ー K 」 をボディーに着脱する 巧、 
アダプターの固定ネジの位垣によってはボディーに当 
たる 巧 fv がありますのでご注意ください。当たる場合 
は、固定ネジのね置ををえてください。 

. レフコンバータ ー A 取り付け時、カメラのちぶた開閉 
を巧うと、レフコンバータ ー A と巧姑します。裹ぶた 
開巧時は、レフコンバータ ー A を外してください。 


ホットシュー部かにがいているホットシューカバーは、 
MZ -7 専用品です。化の巧瓷のものを使用すると、ス 
トロ ポの才ートボップアップが巧かなくなります。 
才ートフ* —カス機巧の 一が に/、ーフミラーを使用し 
ていますので、一般のおホフィルターを巧うと才ート 
フ*—カスの巧度がほドします。才ートフォーカスで 
巧用するときには円偏光フィルターをご利用ください。 
また、巧出の精度もほ下しますので、円偏化フィルター 
の使用をおかめします。 


III 


応用的な巧い方 


MEMO 


絞りとシャッター速度の劾果 



ほまシ 


ちしたい巧〔被ち体]の適正 巧 出を決めることは、シャッ 
夕一速度とのり値の組み合わせを決めることです。とこ 
ろが、写したい物が同じ明るさであってらシャッター速 
度と絞りおの組み合わせはいくつもあり、この化み合わ 
せを法ぶことにより写きの効果ををえることができます。 

シヤツター速巧の巧ま 

シャッター速度は、光がフィルムに当たっている時間を 
長くしたり、短くしたりしてフィルムに当たるホの宙を = 

斑節しています。 

シャッターぷ度ががければ、シャッターの開いている時 I 

問が長くなるため、もし、このとき写したい物が巧いて 男 

いれば、当が写したい巧がぶれてしまいます。ぶにシャッ ，革 
夕 一 ii 度をぶくすると、勤きのある巧でも巧きを止めて ^ 

写すことができます。また、写したい巧が巧いていなく 方 

てもシャッター速度をなくすると、シャッターを切ると 
きにカメラが巧いてしまうカメラぶれを巧ぐ巧果もあり 
ます。また、川や巧、がなどを化巧のシャッターぶ度で 
与すと巧感のある与ちになります0 









写したい巧のあるが分にピントを合わせると、その前を 
にらピントの合う招囲があります。この捉囲を被写巧'決 
度といいます。 

巧写巧な巧[ピントの合う巧巧]は、図のように絞りをに 
り込むほど深くなりますが、この他にもじ;角レンズほど、 
また、写したい物がぶくなるほど被写巧深度は深くなり 
ます。 


ピントの合う巧困 

上図は、28〜撕 mmFS . S 〜 5.6 のズームレンズで焦点を 
難を 28 mm に、ピントを 1.5 m に合わせた場合のピント 
の合う巧囲です。 

絞りををえることによってピントの合う巧囲 [巧 巧]がを 
わります。 

ズームレンズ にはな巧 h 彼ち巧巧な目おりは巧いていま 
せん。 



拥巧巧りが 


おりの巧ま 

絞りは、レンズを化が通るときの化ま[化の太さ]を大き 
くしたり、挟くしたりしてフィ ルムに 当たる化の量を調 
節しています。 

のりを開いて化まをにくすると、ピントを合わせた巧に 
対してその前後の物のボケが大きくなります。つまり、 
ピントの合うお囲[披写巧深肋が狭くなります。逆に、 
絵りを巧って光束を挟くすると、ピントのをう巧巧がに 
くなります。 

がえば、お景の中で人物を街がするときに、絞りを開い 
て巧おすると、ピントを合わせた人物の前後のあ気のボ 
ケが大きくなるため、人物だけが浮かび上がる巧巧があ 
ります。 

ぶに、絞りをおると前後の曲貴にまでピントを合わせる 
ことができます。 


被写界深度 
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巧用めな巧い方 


III 


巧用的な巧い方 












g 巧を ON に 


電化を交换してくださ 


H 化を正しく入れてくださ 


—ドダイヤルが[[|互は宙か な宙 

なっている e 


る示パネルに巧示が出ない0 




g 巧を ON にしてください。 


«池を入れてくださ 


g 化を正しく入れてくださ 


電化を巧换してくださ 


ントが合わな 





マット巧巧をお]用して芋巧での 
わせをしてください。 



メモリーロックや»出巧正が働 
かない0 


ピクチ*ーモード（発ホ禁止モーオートピクチャー(発化禁止モードみ 
をさむ)やマニュ T ル!！化では、をさむ)、マニュアル巧出に I 外のモード 
—ロックや!！出補とはできません0にしてください。 


ンダー巧の1〇が点滅す操おする巧雕が巧すぎたり、オートフ*ー マット度かでのピント合わせをごが用く 
々スのま手な巧などのためピントをわせ ださい。 

がでまない。 


巧化を交換してください。 


I 位 S な外に 





g 出モードが才ート 
ja かになっている。 


強がを化ボタンを巧しても巧な 
ストロボが上がらない • 


»がを示されているときは、巧すめ 
が巧る いとストロボは発光しません。 


この々メラはバワーズームにがたしてお 
りません 0 


い 

お*巧などのお響により、巧にカメラが正しい作動をしなくなることがあります。このような場合には、 一 旦«ホを乂 て 

れ宙してみてください。また、ミラーが上がったままになった場合には、■化を入れ宙してから電巧を ON にし、シャッ 
夕ーポタンを巧し込んだまま«巧を OFF にすると、ミラーが下がります。これらを巧ないカメラが正常に作巧すれば巧 
»ではありませんので、そのままお巧いいただけます。 



























































露出け.況光巧困 TTL 巧な分割拥化 （6 分巧)、巧た範囲 50mm F1.4 巧0100 EV0 〜21 

■出補正 ±3EV 阳 .5EV ごとを定巧が] 

メモリーロック ボタンま（タイマー式20巧巧）シャッターボタン半仔しで継な 

巧*ストロボ 直列助扣 TT しストロボ内篇、ガイドナンパー11[旧0100 /m]28mm レンズを々パー、向巧ぶ巧1/100巧なて、 

日中 シンクロ 胚ぷ シンクロ 化最比が巧口 J 化に0宙巧範巧= 25〜如0、才ートポップァップ.自»発化口 J 能、 
ホ目巧が》能、巧巧巧光による AF 補助化 

シンクロ ホットシュー[X巧ホ専用ストロボ接点付き]専用ストロボぷ巧1が)連巧巧巧 -25 〜800、自動堯化可化、ホ 

目ち巧巧能 uj お 

霄巧 3V リチウム巧化! CR2 2坦 

■也;肖巧警告 バッ テリ— マ— ク jj 点な[点«時シ * ッターロック、 フ r インダー巧衣示はおな] 

«ぶた 交換可巧 

大きさ •« 量[■さ]-135.5 mm [幅] X92mm [高〕 X63.5mm [町 395g [ボディ—のみ電化別] 

付属な —-— ホツ トシューカバー Fk 、 レリーズソケットキ ャッ プ F 、 カメラストラツブ Fk 、 アイ々ツプ Fk 、 ファインダー 

キ中ツプ、リモートコントロー ルド 

< リ モコ ン化橡 > 

リモコン ホ外篇リモートコントロール、リモコンシ*ッターボタン押しで巧影、巧巧巧離=カメラ前面わ 5m にI巧 

MM リチウム巧地に R1620] 1俩〔サービスセンター交 ft] 

大きさ 22mm[tt] X50mm[fi] X 9.5mmtff] 

M 量[■さ] お [S 池含む] 

くデ—タバック化な> 

機構 クォーツお巧、液站表示ぶ、デジタル跨が、才ート々レングー[巧時2049巧まで、巧年は自巧佐正]、パノラ 

マ時ちし込み巧お 

写し込み方ま 一-_ 7セグメント6巧 LCD、 フィルム巧面より写し込み 

* 示 データ表示をに LCD 表示、表示ちし&み 9^! — ! が2〜3軌田点滅 

»巧 ①年•片•日、の日.時•か、⑩ [--•• ••] [データ写し込みおし]、 （D 巧.日•年、®日•巧•年 

巧用 フィルム 巧 « 旧025 〜 1600[巧度自巧セット] 

■巧 - CR2025 〔リチウム巧化] 

発ホ回 K め5000回 


主な仕様 

巧ま TT しストロボ巧巧 TTL AE * AF 35 mm —眼レフ々メラ 

苗おサイズ 24 x 36 mm [パノラマ撮影時は 13 x 36 mm ] 

巧巧フィルム —— 35 mm フィルム [ J 135 パトローネ入り] 35 mmDX フィルム=15025〜5000、モ巧セットは IS 06 〜6400 

■化モード オートピクチャーモード、ビクナ中ーモード[巧巧モード、人柏!モード、巧貞モード、近巧モード、巧みモー 

ド、 巧巧モード]、シ*ッタ ー A 先自巧 K 出、のり«化自巧な化、マニュアル«お、バルブ 
シャッター 巧了-制巧ぶなモりフ♦ーカルプレーンシ * ッター、才ートシ*ッター= 1/2000巧〜30け[巧段:巧]、マニ A ア 

ルシャッタ ー =1/2000け〜30け、バルブ、巧巧レリーズ、巧巧 OFF でシ+ッターロック 
レンズマウント ベンタックスバヨネ-/卜 K *, マウント [ AF カブラー、レンズ情が巧点巧 K マウント] 

巧巧レンズ - K * n [パワーズーム不可〕、 Kw マウントレンズ K *、 K マウントレンズ [ AFT グプター巧用で AF 巧巧〕 

才ートフォーカス«« TT しは相を檢出式;3点巧巧 ( SAFOX 1 V ). 才ートフ*-カス作れ巧巧範困 Ev -1 M 8[ IS 0100][ F 1.4 レンズ付 

き]、フ* —々スロック可能、フ* —カスモード z | AF | [勒巧モ助巧 ]/ iMF 
パクースーム 不巧 

ファインダー ペンタミラーファインダー、ナチュラルブライトマットフ*-々シングスクリーン、あ巧斗!92%、培巧 0.7 倍 

[50 mm • な>]、お巧 —一2 〜 + lm-i [おイートル]、 AF フレーム、パノラマな i 巧が 
ファインダー巧»示 フ ♦— カス表示 Lq ] 合巧=点な合焦不化=点滅、シ+ッター速巧ぶ示、校りお示、_^| =ストロボ情稱、 

パーグラフ =B 化 MiE 値マニュアル II 出時の才ーバ ー -T ンダーを示、夕=巧ホモード、 ri 1=人巧モ- 
ド、 風ちモード 、 A =近巧モード、 ijl 、= 動ホモード、;ィ4;=巧巧モ—ド、•ニメモリーロック、 

キぶれ替ち=オレンジ色亥示 

LCD バネル»示 [ Tv flB 抗 1=シャッター速な、 AV 氏0 = おりち、 「七=ストロボ 情巧巧い点 « =手ぶれ*告の 

ぶい点滅 = 不適切 レンズ 警告、[ホ] =ホ目 培が巧お、 M =才ートポップアップ*ストロボ 自巧を化、巧; 
■ストロボ発 化な 止、フィルム 巧巧、 ISO 、 パ トローネ.フィルムを巧. をを取り、 [ U = 巧 化消も 
子音 、 a =»化 M 正、&百=11化袖正巧 •フィルム 巧な、0:- セルフタイマー、 ■«= リモ 
コン、 — =3かを リモコン、 [ p]=l コマ 操が、 q ^ —ぷ巧巧が 、 g = 多ま » 出、 化 M 巧時自助照明 

セルフタイマー 巧子が®式、抬巧はシ■►ッターボタン、化-動時お 12 巧[巧子音]、巧か泼輯驗巧化 

ミラー クイックリターンミラー、才ートフ*-カス用第2ミラー巧 

フィルム入れ 才ートローディンダ、 iff ぶた閉じにより1巧目まで自動をきとげ、«ぶたにフィルム W 巧を巧 

卷き上げ•巻き庚し 巧藏モーターによる自巧をき上げ•をき戻し巧、1コマ撮お•連な tt 於[め2コマ/巧]、フィルム巧了時自巧 

をき戻し、フィルムホ巧•をき戻し完了を LCD を示、途中をき戻しポタンによるぶ中をき戻し可化 


その化について 


その他について 


グラム線図 


グラム抹図[揉準モー門 


プログラム巧図[風景モード] 






旧0100 FA 28 〜撕 mmF 3.5 〜 5.6 


旧0100 FA 28 〜撕 mmF 3.5 


プログラムお図 A 
[人物モード] 



IS 0100 FA 28〜80 mmF 3.5〜5.6 


グラム線図 [» 体モード] 


プログラムお図[近をモード] ぶ 




旧0100 FA 28 〜 80 mmF 3.5 〜 5.6 


IS 0100 FA 28 〜说 mmF 3.5 〜 
























お問い含わせは次の各サービス窓□へ 




ペンタツクスフォーラム 

(シ g - ルームミ* ■ «•« 巧） 

«03 (3348) 294 W 

T 163-0401 

K 巧な新巧区西《巧 2-1-1 
巧宿=#ピル1巧 

くを馨巧240弓) 
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た十た*5 
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^另 I サービスセンター 

003 (3571)5621( ft ) 


正し。曲 


TltW-UUbl 

巧巧 $ や巧区宙库西み 10 
(±«巧 g 度巧 S 巧び） 



夕化そ■■巧 S 

遍副 




2 ««oinni I . 


[\\ V 夫 ん'店 N3 n 
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广’"つ 



化 J 台サーピスセンター 
〇日22 (371)66 目说 t ) 

干 981-3133 
5が>化台巧 SE 
S 审巧 1-7-1 

辛げ田をお京や巧«ビル5«1 


が!^サービスセンター 

が) 化 (232) 日 281 脚 
，巧 1*0047 
巧巧り顿荣巿や运 
巧衣巧 2.7- 10 
曰本生を巧巧ピル8巧 



ネけ晃サービスセンター 
が)11 (612) 3231 (TO 
? 060-00 10 
化巧適ん g 巧巧巧区 
化10ち西1み36 
ペンタツクスれぶビル4« 



名!古屋サーピスセンター 
が)52( 粥 2) 5331 (の 
午 461-0001 
S 巧頻ちち8巧巧区 
，りみ8 


■ 含震時阳； 


♦ペンタ•ノクスフ*—ラム 

午… o «3 Cw 〜* tW 8 s 文 m 


■» サ—ビスセンター.お«««»* 

午前斯〜午♦巧（±日巧日か*: 
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；«化字 

1由= 

ltnmm ± 

i 
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j -•下 Muuwa - ■ 
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大曲?サービスセンター 

が} 目 (6271)7996( の 
T 542-0081 
大巧巧大巧巿やホ E 
巧が場 ！• 17,9 
パールビル 2 巧 



お纖牆經 
003巧 572) 6479 
T 104-0061 

g 巧泣やホ区度座苗 8- 10 
<±權なまな巧 S なび） 




店*サーピスセンター 

が)82 (234) 5681 (の 

甲 730*0851 
広 Ag に A 巿中区 
樣巧 2-15 
補巧ビュ □— 3巧 


^1岡サーピスセンター 
0092 (281)6868( 化 
〒810*0802 
巧巧! mg 闹巧 W 多区中洲 
中»巧3ぶ 

バールピル1巧 












アフターサービスについて 


•化化学のサ—ビスを□では、ペンタックスカメ 
ラをはじめ、み巧交おレンズやアクセサリーが 
展示され、モにとってごちになれます。また、 
巧々のご相談にもあじておりますので、お気な 
におなち寄りください。 

-化社巧お[レンズ、アクセサリー等]との組み合 
わせ使用に起因するが除についてはち料となり 
ます。 

1. 本巧品が巧--が廣した場合は、ごほ入日から巧1 
を問無巧な巧をしますので、お買い上げ店か使 
巧锐巧をに記巧されているお寄りの当社サービ 
スあ口にお中し出ください。お巧をお急ぎの堪 
合は、当社のサービスを口に I 島接お持ちくださ 
い。を理おごを付の巧合は、化な箱などを利用 
して、祐ぶ中の巧巧に w えるようしっかり補な 
しておをりください。不良兒本の フィルム やプ 
リント、また故榜內をの正確なメモをあ付して 
いただけると原因巧折に役立ちます。 

2. 保証期間中[ご臟入を1年間]は、保紅畜[販売店 
印および購入年月口が i 己入されているもの]をご 
巧示ください。保証まがないと保紐期間中でも 
お理がちおになります。なお、販を店と当社み 
サービスあ□へお届けいただく諸巧用はお客様 
にご負が,巧います。また、販売店またはちれ間 
の巧貸お巧りにつきましても、輪ま方法によっ 
ては一がごな担いただく場合があります。 


3. ホの巧合は、保証が問中でもおが修理の巧をには 
なりません。 

-巧用上のおり（巧用お明 さ 記 巧な 外のおがかす） 
により生じたが陌〇 

-当社;の巧をずるお巧取巧い巧!^: i かで巧われたを 
巧•改逆•か悼によるか巧。 

•火災•天災•地を等によるが 防。 

•保巧上の不お(高な多なの場巧、防虫巧の入っ 
た巧巧での保管等)や手入れの不備(が•み•ホ 
コリ' 水かぶり•ショック等） による 故障。 
•保証まの添付の ない 巧 合。 

•巧 売巧やお入日等の記載のない 巧 合ならびに記 
巧 事巧をな正された 巧 合。 

4. 保証期間に1巧のお理は巧巧な理とさせていただき 
ます。なお、その巧の进貧巧掛りにつきましても 
おを巧のごな担とさせていただきます。 

t 本が品の補修用巧能がおは、 巧 造打ち切りお7年 
問を目まに保ちしております。したがって本巧間 
中は原則としてな理をお受け致します。なお、期 
間に I をであっても修理口 J 能の巧合もありますので 
当社のみサービス窓口にお問い合わせください。 

6. 海み巧巧をなさる場合は闽巧保站善をお持ちくさ 
い。巧族保証普は、各サービスお□でお手持ちの 
が征まと义巧に巧席保証ぎをを巧しております。 
[保証が間中のみち巧] 


さくいん 


C ぁ巧 _ 

-- ノ 

アイカップ 

別 

赤目巧能 

46 

ホ目現を 

46 

をを シンクロ 

100 

裏ぶた 

28 

ちぶた開化レバー 

28 

巧晶る示 [ LCD ] 

10 


34 


36 


( か巧 


カメラの巧え方 

40 

強制発光ボタン 

47 

近接モード 

69 

ケーブルスイッチト、 

81 

化 S 比制御 

100 


C さ巧 ) 

兰化 

55、 58、 81 

巧度期お 

33 


にりの巧お 

108 

おり後先 

74 

シャッターぶ 巧の巧果 

107 

シャッターボタン 

25 

シャッター 巧先 

76 

すかピント合わせ 

86 

人物 モード 

67 

ストラップ 

18 

ストロボ 巧が 

44、 47、 49、 90、 98 

ストロ ボ自かを化 

36 

ストロポオートポップ T ッブ 

36 

ストロボ巧光禁止 

37 

ストロボモードボタン 

45 

スナップインフホーカス 

88 

ズームレンズ 

39 

セルフタイマー巧が 

52 

セルフタイマーランプ 

53、 56、 58 

側がボタン 

78、82 

外付け スト ロボ 

98 


(_ た巧 __ .) 

夕重な化 

60 






















途中をき戻し 

32 

ほ速シンクロ巧お 

103 

を載 

26 

巧池交み 

19 

電池巧お》告 

22 

電池ぶた 

19 

デー トボタン 

27、 96、 97 

お了-音 

84 

電池 

19 

巧がモード 

70 

巧が了•測 

43 

ドライブボタン 

51 


51 








(は巧 ) 

バックケース 

106 

バーグラフ 

79、82 

バノラマ切り铃走レバー 

61 

パノラマ巧が 

61 


パノラマ デー ト 62 


ハ•ノラマプリント 

62 

バルブ巧お 

81 

パワーズーム 

39 

ピクチャーモード 

64 

日付や時别の写し込み 

27 

H けや時刻のお正 

96 

ピントをわせ 

42 

房がモード 

66 

分を1が化 

11 

ホットシ A — 

98 

被ち巧巧な / 

109 

表示パネル 

10 





フイルム先端マーク 

29 


30 

フイルムを入れる 

28 

フイルムを途中で取り出す 

32 


フィルムを取り出す_ 3し32 


フォー カス モー ド レバー 

4し86 

プログラム衡网 

114. 115 

捕助光 

46 







78 


85 


(や巧 j 

巧黄モード 

71 


^ら巧 ） 

リモコン巧影 

58 

リモコン巧巧池 

57、59 

レンズ着脱 

23 

巧倚巧が 

52 

巧出補正 

82 


( 巧巧宇 

ノ 

1コマ巧が 

38 

3点 AF 

43 

3抄後リモコン 

55 


6分が測た 

11 

AP フレ-ム 

42 

AF 補助化 

46 

DX フイルム 

28 


28、94 
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化光学エタ株式をれ 

テ174-脱9 *巧巧も^|旺前巧町2-36-9 


ペンタックス巧ホ昧式^ 

TIOO - OOI 4 束を巧干け田2永田町 I —II — I 


66619 


ペンタックスファミリーのご卖巧 

ペンタックスフ T ミリーは、ペンタックス愛用をのち K クラブで 
す。ザ4凹のを fH とで某 A ザ*の配布、イベントへのをな!やな巧が 
をのを扫巧引などは々な特巧があります。 

もホし込み•お問いをわせはド紀ペン タックスファ ミリー巧巧局 
まで。 

子1が0〇14泉ぶぶで巧田 K 水阳町い H -1 

•こだ曲ヒ *3 W 003 (3580) 0336 

々■この巧巧が明！»|こけ巧生巧を巧吼してい主 f 。 

々化»わよび外 W の -« を 1•を化 < 隻化ナることがわります。0み0104 



